
 

令和８年第３回 

泉区区づくり推進横浜市会議員会議 

 

令和８年９月３日（木）午後２時から 

泉区総合庁舎４階４ＡＢＣ会議室  

 

 

 

 

１  座長選出  

 

 

２  区長あいさつ  

 

 

３  令和７年度泉区個性ある区づくり推進費事業実績    【資料１】 

 

 

４  令和８年度泉区個性ある区づくり推進費執行状況    【資料２】 

 

 

５  令和９年度泉区予算編成の考え方について       【資料３】 
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令和７年度泉区決算総括表

１　区分別総括表 （単位:千円）

当初予算額 予算現額（Ａ） 決算額（B）
差引額

（Ａ）-（Ｂ）
備  考

4,508

(95.33%)

3,517

(90.98%)

△ 7,610

(101.10%)

415

(99.95%)

２　内訳
（１）自主企画事業費 （単位:千円）

当初予算額 予算現額（Ａ） 決算額（B）
差引額

（Ａ）-（Ｂ）
主な事業

1,614
(94.02%)

2,369
(89.36%)

△ 1,555
(105.82%)

2,080
(89.90%)

4,508

(95.33%)

（２）統合事務事業費 （単位:千円）

当初予算額 予算現額（Ａ） 決算額（B）
差引額

（Ａ）-（Ｂ）
備  考

3,500
(84.31%)

17
(99.90%)

3,517

(90.98%)

（３）区庁舎・区民利用施設管理費 （単位:千円）

当初予算額 予算現額（Ａ） 決算額（B）
差引額

（Ａ）-（Ｂ）
備  考

△ 13,391
(107.49%)

650
(98.49%)

116 地区センター
(99.93%) 集会所

828 こどもログハウス
(92.21%)

30
(99.97%)

9
(99.98%)

40
(99.94%)

1
(100.0%)
△ 1,467 子供の遊び場

(224.74%) 町のはらっぱ、スポーツ広場
5,574

(43.70%)

△ 7,610

(101.10%)

自主企画事業費 96,543 96,543 92,035

統合事務事業費 38,984 38,984 35,467

施　策

施策１　にぎわいの創出と発信による魅力づくり 26,991 26,991 25,377
・定住・転入促進事業 【重点】
・いずみ文化振興事業
・農を生かしたまちづくり事業

区庁舎・区民利用施設管理費 679,515 691,242 698,852

計 815,042 826,769 826,354

28,251
・防災対策事業 【重点】
・防犯対策推進事業
・交通安全対策推進事業

施策４　あらゆる世代がいきいきと暮らせるつながりづくり 20,585 20,585 18,505

・泉わくわくプラン推進事業【重点】
・泉区地域包括ケア推進事業 【重点】
・いずみっこ子育て支援事業
・妊娠期から子育て期まで切れ目のない支援充実事業 【重点】

施策２　区民の皆様とともに育む持続可能な地域づくり 22,271 22,271 19,902
・地域力支援事業 【重点】
・自治会町内会振興事業
・脱炭素化推進事業

施策３　安全・安心のまちづくり 26,696 26,696

区　分

　統合事務費 22,313 22,313 18,813 生活保護や戸籍・住民登録等に係る事務費

計 96,543 96,543 92,035

　統合事業費 16,671 16,671 16,654 広報よこはま泉区版の発行や市民相談、各種委員の活動費

計 38,984 38,984 35,467

　公会堂 42,038 42,948 42,298

区　分

　区庁舎、土木事務所 178,868 178,868 192,259

　区民文化センター 115,391 117,692 117,662

　老人福祉センター 41,990 43,144 43,135

　地区センター等 168,399 173,426 173,310

ログハウス 10,365 10,632 9,804

　広場・遊び場 1,176 1,176 2,643

　区庁舎・区民利用施設修繕費 9,900 9,900 4,326

コミュニティハウス 70,919 71,986 71,946

スポーツセンター 40,469 41,470 41,469

計 679,515 691,242 698,852

 1



2 

 

令和７年度 泉区個性ある区づくり推進費 事業実績 

（予算額（千円））  

 

 

 

 

 

施策１ にぎわいの創出と発信による魅力づくり（７事業） 

予算額：（２６,９９１）決算額≪２５,３７７≫ 

１ 定住・転入促進事業 重点 拡充 Ｒ７予算額 Ｒ７決算額 

区政推進課 ８，１７８ ８，００１ 

子育て世代をはじめとする泉区内外の多くの人に｢住み続けたい｣｢住みたい｣と感じてもらう

ため、区民をはじめとする多様な主体とともに、居住地として選ばれる魅力づくりと泉区の暮

らしやすさの情報発信を進めました。また、令和６年７月に開業した「ゆめが丘ソラトス」を

活用したイベント等の開催や、泉区内を周遊するスタンプラリーを実施しました。 

区内外の多くの方に泉区の魅力を知ってもらうため、商店街等多様な主体と連携し、ゆめが

丘を起点とした泉区全体のにぎわいを創出することで、定住・転入につなげました。 

 

(1) 魅力発信プロモーション（２，５０５）≪２,７１５≫ 

交通アクセスや子育て環境、水と緑に恵まれた生活環境等の泉区の魅力を効果的にＰＲ   

するため、特設ＰＲサイト「いずみくらし」やＳＮＳ広告、いずみくらし冊子等、様々な 

媒体を活用して発信しました。 

ゆるキャラグランプリ「ゆるバース 2025」いっずん出場：９月 27日、28日 

市庁舎イベント「わくわく！こどもハロウィン」出展：10 月 18日、19 日 

              ＳＮＳ・ＷＥＢ・不動産広告：１月～３月 

 

 

(2) 多様な主体との協働による魅力創出プロモーション（３，０２３）≪２,８１３≫拡充 

泉区内外の多くの方々に泉区に愛着と関心を持ってもらうため、区民を始めとする多様    

な主体とともに泉区の魅力を発信しました。 

ア 区民等地域ライターが多様な視点で泉区を取材して、地元ならではの魅力を掘り起こ

し、発信しました。      

（募集：８月、講座：９月～11月、掲載記事：12記事） 

イ 「泉区ファン」同士のネットワークの強化を図る取組を引き続き実施し、泉区に関わる

多様な主体が連携して相乗効果を発揮する情報発信を図りました。（開催：３月 20日）                     

ウ 子どもに人気がある、泉区マスコットキャラクター「いっずん」のグッズを販売し、

泉区への愛着心向上を図りました。             （新規グッズ販売：11月） 



3 

 

(3) 魅力体感プロモーション～ゆめが丘発～（２，６５０）≪２,４７２≫拡充 

泉区内外の多くの方に泉区の魅力を知ってもらうため、区内の大型商業施設や商店街、

事業者と連携して各種イベントを企画しました。 

ア 「ゆめが丘ソラトス」を活用し、泉区の魅力を発信・体感するイベントを開催しました。 

ソラトス開業１周年イベント出展：８月 10日～11日 

 いっずん交流イベント：11月 20日、12月 18日、１月 15日、３月 19日 

                 泉区産イチゴを使ったケーキイベント：１月 31日 

イ 区内を周遊して、泉区の魅力を巡るスタンプラリーを実施しました。 

（開催：10月 29日～11月 30日、参加登録者数：578名） 

 

２ いずみ文化振興事業  Ｒ７予算額 Ｒ７決算額 

地域振興課 ３，４４６ ３，４２４ 

泉区の文化振興を図るため、区内の文化団体による作品等の創作、展示、発表の活動を支援

するとともに、泉区における伝統文化の保存・普及・継承の取組を推進しました。 

 

(1) 文化振興事業（３４６）≪４２４≫ 

ア 区民ホール事業 

区内文化団体が区民ホールで実施する演奏、朗読、作品展示などを支援しました。 

イ 泉つるし飾り展 

区民手作りのつるし飾りを、区民ホールに展示しました。 

また、天王森泉館などの区内施設で同時期に開催される「つるし飾り展」の情報を泉区

ホームページで提供しました。                       （２月）                                                  

 

(2) いずみ伝統文化保存事業（３，１００）≪３，０００≫ 

泉区の伝統文化である「横浜いずみ歌舞伎」「太鼓・お囃子」「相模凧」の保存・普及・

継承を図る泉伝統文化保存会の活動を支援しました。  

また、区の魅力発信及び当該事業の周知を目的として、主に横浜いずみ歌舞伎公演の開

催時期等に併せて交通機関や商業施設において広報を展開しました。 

いずみ相模凧揚げイベント：５月５日、１月 11日 

太鼓・お囃子フェスティバル：６月 22日 

横浜いずみ歌舞伎公演：10月 18日、19日 

横浜いずみ歌舞伎衣装・小道具展： 

区民ホール 10月 14日～16日 

         ゆめが丘ソラトス ３月７日、８日 
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３ 農を生かしたまちづくり事業 拡充 Ｒ７予算額 Ｒ７決算額 

区政推進課 １，６１０ １，６０６ 

泉区の重要な資源である農について、様々なコンテンツを通じて普及啓発を行うことで、区

内外の多くの人に魅力を発信し、農への理解を深めました。 

 

(1) 農を生かしたまちづくり事業（１，６１０）≪１，６０６≫拡充 

区内よこはま地産地消サポート店紹介冊子「泉
い ず

味
み

めぐり」の発行や、直売所・収穫体験  

 デジタルマップの更新により、区内農家や地産地消に関する情報を発信しました。また、援

農団体と連携した講座や地産地消マルシェ等のイベントをとおして、区民等が農に触れ、身

近に感じられる機会を創出しました。      

泉味めぐり改訂版発行：３月 

地産地消マルシェ：11月 30日、３月 14日 

地産地消バスツアー：10月 26日、31日 

 

  

○ 身近に農を感じる地産地消の推進事業【みどり環境局区配】（６００）≪５０２≫ 

地産地消のＰＲや情報発信を通じて、市民が地産地消を身近に感じられる取組を推進

しました。 
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４ 水・緑・みち魅力づくり支援事業  Ｒ７予算額 Ｒ７決算額 

泉土木事務所、区政推進課 １，８５７ １，０９７ 

泉区の歴史と文化を育んできた自然環境を地域資源として活用し、地域団体などと連携しつ

つ泉区の特性を生かした魅力ある地域づくりを進めました。 

 

(1) 愛護会活動支援（１，０２２）≪７８１≫ 

和泉川や立場駅前広場等で活動する団体に花苗等の提供や熱中症対策支援を行うととも 

に、草刈り等の活動を支援するため機材の貸与などを行いました。 

四ツ谷湧水における花苗提供(水辺愛護会) ：６月８日、11月 

和泉遊水地における菜の花種まき(水辺愛護会) ：10月 30日 

立場駅前交通広場における花苗提供（ハマロード・サポーター）：５月 30日、10月 31日 

 

 

 

 

(2) 愛護会交流支援（６０５）≪２１６≫ 

公園愛護会、水辺愛護会、ハマロード・サポーター相互の交流を促進するため、視察会や

交流会を開催しました。                     視察会：11月 21日 

交流会：２月６日 

(3) 緑環境保全活動支援（２３０）≪１００≫ 

地域資源のひとつである貴重な緑環境を守る活動を支援しました。 

 

 

 

 

 

  

○ みどり保全創造事業費【みどり環境局区配】（１，０００）≪８４１≫ 

横浜みどりアップ計画の一環として、公園愛護会やハマロード・サポーターが行う公園・

駅前広場における花壇整備を支援しました。 

 

○ 保育園・幼稚園・小中学校での緑の創出・育成事業【みどり環境局区配】 

（２６６）≪１６５≫ 

横浜みどりアップ計画の一環として、小学校外壁の緑化維持管理を行いました。 
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５ 深谷通信所跡地等活用事業  Ｒ７予算額 Ｒ７決算額 

区政推進課 ６，５１０ ６，２５２ 

深谷通信所跡地において、区民が利用できる区域を広場として開放するとともに、広場利用

を促進する取組を行いました。また、跡地利用等に関して、地域の意見・要望の調整等を行い

ました。 

 

(1) 広場等管理運営（６，３８７）≪６，１７２≫ 

跡地内の一部区域を区民が利用できる広場として開放し、定期的な草刈りを実施すると

ともに、日常的な管理運営を行いました。また、多くの区民に利用してもらえるよう、広

場の活用をＰＲするためのイベント等の取組を実施しました。 （イベント：11月 22日） 

  

(2) 協議会運営支援（１２３）≪８０≫ 

 跡地利用等に関する協議、情報提供、地域の意見・要望の調整を行う泉区深谷通信所返

還対策協議会の運営を支援しました。         （協議会開催実績：６月、１月） 

 

  

深谷通信所跡地利用基本計画に基づき、公園、公園型墓園、道路の令和９年頃の都市計

画決定に向け、市素案説明会等の都市計画手続や、環境影響評価準備書作成等の環境影響

評価手続を進めました。 

 

○ 跡地利用推進事業【都市整備局事業】（６,０００）≪１，３８３≫ 

跡地利用に関する全体調整を行うとともに、暫定利用期間中の本市管理区域の維持管

理を行いました。                   

 

○ 深谷通信所跡地利用関連道路計画検討事業【道路局事業】 

（２０,０００）≪１８，３１６≫ 

外周道路や、外周道路と環状３号線・環状４号線を結ぶ連絡道路の整備に関する検討、

手続等を進めました。 

 

○ 大規模施設跡地等墓地整備事業【健康福祉局事業】（５１,０００）≪３１，７４９≫ 

深谷通信所跡地での公園型墓園の整備に関する検討、手続等を進めました。 

 

○ 米軍施設跡地の公園の事業推進【みどり環境局事業】（８０,０００）≪３５，４０９≫ 

深谷通信所跡地での公園整備に関する検討、手続を進めました。 
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６ 広報事業  Ｒ７予算額 Ｒ７決算額 

区政推進課 ４，３９０ ４，００４ 

「伝わる」広報を実践し、区民の行動変容につなげるため、ホームページや定期刊行物、 

ＳＮＳ、地域メディア等の各種媒体を効果的に活用し、区民に行政情報や地域・生活情報、 

区の魅力等を適時的確に情報発信しました。 

 

(1) 泉区ホームページ事業（１１０）≪９７≫ 

区ホームページを通じて区の取組に関する情報を発信しました。また、ホームページと

連動したＳＮＳの活用を進めました。 

（アクセス件数：年 1,615,351件（前年度比 5,346 件減）） 

（Ｘポスト回数：173 回（前年度比 13回増）） 

 

(2) 泉区生活・防災マップ作成事業（１，５４０）≪８３０≫ 

区内の町区域や各種施設などを網羅した生活地図と地域防災拠点などの防災地図をまと 

めた「生活・防災マップ」を作成・発行しました。          （３月、10,000部） 

 

(3) 泉区生活便利帳作成事業（５６０）≪５４４≫ 

区民に必要な生活情報をまとめた「泉区生活便利帳」を改訂し発行しました。 

（３月、6,000部） 

 

(4) 泉区広報戦略事業（２，１８０）≪２，５３３≫ 

区民の必要とする情報を戦略的に情報発信しました。地域メディアとの連携や「＃住む 

なら泉区」ロゴマークの普及などを進めました。併せて、区制 40周年に関する広報も行

い、記念事業の周知に取り組みました。 

・地域情報誌への掲載：年３回 

                   ・「＃住むなら泉区・40周年」ロゴマーク周知 

・区庁舎内掲示（ポスター・シール）：通年 

・ロゴマーク入り啓発物品配布：通年 

  

○ 広報よこはま発行事業【統合事業費】（７，８０７）≪７，９９８≫ 

・「広報よこはま」発行事業 

「広報よこはま泉区版」を、市版との一体感を保ちながら、編集・発行し、全世帯    

配布に取り組みました。 

・「いずみ福祉保健センターからのお知らせ」発行事業 

福祉保健センターで実施する健診・相談などの事業について、年間日程などを掲載 

した「いずみ福祉保健センターからのお知らせ」を「広報よこはま」に掲載しました。                           

（３月） 

 



8 

 

７ 区制 40周年記念準備事業 新規 Ｒ７予算額 Ｒ７決算額 

区政推進課 １,０００ ９９３ 

令和８年度の区制 40 周年に向けて、区民の泉区に対する関心や愛着を高める取組を実施・

検討し、地域の絆の深化やにぎわいの創出を行いました。 

 

 (1) 区制 40周年記念準備事業（１,０００）≪９９３≫新規 

地域活動団体等の皆様とともに、区制 40周年の取組内容について企画・検討を行い、 

プレイベントや区制 40周年ロゴ制作等を行いました。                     

実行委員会設立：６月 24日 

記念ロゴマーク制作：７月～10月 

プレイベント開催：11月３日 

  

○ 横浜市みんなのおでかけ交通事業【都市整備局事業】 

（２９５,３８０＜全市＞）≪１００，９３７，８２４（全市）≫ 

横浜市地域交通サポート事業に代わり、新たに「横浜市みんなのおでかけ交通事業」を

実施しました。 

令和７年度は、既に地域の皆様と取組を継続している地区において、地域の状況に応じ

て運行実施に向けた支援を行うとともに、新規に取組を進める候補となる地区においてプ

ッシュ型の支援を開始し、取組地域を拡充しました。 

○ 横浜市民の読書活動推進事業【教育委員会事務局区配】（２５０）≪２４０≫ 

新たな図書館ビジョンを軸として策定された第三次横浜市民読書活動推進計画に基づき 

泉区読書活動推進目標を定めました。また、会議やイベントを通じ、関係者（図書館、学校、

区内読書関連施設、区役所）間の連携を図りながら、読書に親しむきっかけづくりを推進し

ました。 

 

○ ガーデンシティ横浜の推進（各区連携）【みどり環境局区配】（２,０００）≪１,８１０≫ 

  花壇の設置、地域やイベントとの連携により、区民が花や緑に親しむ機会を増やす取組を

行いました。 

○ 持続可能な住宅地推進プロジェクト【建築局事業】（３,０５０）≪３，０５０≫ 

市民や企業等と協働・連携し、相鉄いずみ野線各駅で、魅力的な地域資源を活かしたまち

づくりを進めました。 

 

○ GREEN×EXPO 推進事業【脱炭素・GREEN×EXPO 推進局区配】（５,０００）≪４,０９０≫ 

横浜グリーンエクスポへの参加等につなげるため、広報ＰＲ・機運醸成に向けた取組を

進めました。 
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施策２ 区民の皆様とともに育む持続可能な地域づくり（10 事業） 

予算額：２２,２７１ 決算額：１９,９０２ 

１ 地域力支援事業 重点  Ｒ７予算額 Ｒ７決算額 

区政推進課、福祉保健課 ５，４７１ ３，５４３ 

持続可能な地域活動が行われるよう、活動の基盤となる地域活動団体への支援とともに、担

い手不足、担い手の固定化の解消に向け、現役世代を含めた様々な世代の地域活動参加を促進

することが求められていました。そこで、身近な地域の課題解決や魅力向上に取り組む団体を

支援するとともに、地域支援に携わる職員のスキルアップを図りました。 

 

(1) 新たな担い手の発掘（１，７３２）≪１，５０３≫拡充 

小中学生の頃から地域活動に興味・関心をもって参加してもらえるよう、子どもと地

域・活動団体をつなぐボランティア制度「泉わくわく応援隊」を実施し、地域活動の活性

化や多世代の交流につなげました。      （活動回数：119回、参加人数：643人） 

また、地域課題の解決やまちの魅力づくり等に向けて、担い手や団体同士が学びあう講

座「つながる！地域活動ゼミ」を実施することにより、地域活動の人材発掘等につなげま

した。        （１月 15日（木）16団体 27人、１月 24日（土）11団体 16人）              

 

(2) 地域活動コーディネーター等派遣（１８０）≪０≫ 

地域の課題解決に向けた取組を支援するため、各地区へコーディネーター等の派遣を行

いました。 

 

(3) 地区経営委員会活動費用助成（３５０）≪２５０≫ 

地域主体のまちづくりを推進している各地区経営委員会の取組を支援するため、地域運営

補助金を交付しました。 

 

(4) 地域支援担当職員育成（２７０）≪１８０≫拡充 

異動等により新たに着任した職員に対し地域支援の基本を学ぶ研修を実施することに加

え、地域支援に従事する職員のスキルアップを図る研修などをあわせて実施しました。 

転入責任職向け：４月 15日 

転入職員向け：５月 15日、20日 

中級編（全員対象）：10月２日、６日、21日 

 

(5) 地域課題解決支援事業補助金（いっずんサポート補助金）（２,２９３）≪１，１７４≫ 

自治会・町内会等をはじめとする地域活動団体が実施する地域の課題解決や活性化につ

ながる取組を支援するため、補助金を交付しました。 

交付申請期間：７月１日から８月 15日まで 

交付申請数：13件、交付決定数：12件 

 

(6) 地域力支援事務費（６４６）≪４３５≫ 

地域力支援事業の推進にかかる消耗品の購入等を行いました。 
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２ 商店街振興支援事業  Ｒ７予算額 Ｒ７決算額 

地域振興課 １，７１３ １，７１３ 

区内商店街の振興や賑わいづくりを支援し、商店街活性化に向けた取組を展開しました。 

 

(1) 商店街振興・賑わいづくり事業（１，７１３）≪１，７１３≫ 

商店街との意見交換会などを通じ、賑わいづくりに向けたイベントやプロモーションの

取組を行いました。また、商店街の認知度を高め、活性化へつなげるイベントとして、泉

区商店街連合会加盟店による「いっずんカレー」及び、「商店街応援ありがとうスタンプラ

リー」等を行いました。 

いっずんカレー：７～８月、19店舗参加 

商店街応援ありがとうスタンプラリー：２月、応募総数 690名 

 

３ 多文化共生推進事業  Ｒ７予算額 Ｒ７決算額 

地域振興課 １，３８８ １，３４０ 

多様な文化を背景に持つ区民がお互いを尊重し、外国籍等区民が地域の構成員として地域活

動に参加しながら協働の地域づくりを進めることができるよう支援しました。 

 

(1) 多文化共生のまちづくり推進事業（１,３８８）≪１，３４０≫ 

ア 日本語に不慣れな外国籍等区民を対象に、日本語や日本の生活習慣を学ぶことで地域 

住民とコミュニケーションが図れることを目指した日本語教室を開催しました。        

 （講座実施：第Ⅰ期（５～８月）、第Ⅱ期（９～12月）各 12回） 

 

イ 多くの外国籍等区民が暮らすいちょう団地において、多言語による日常生活等に係る

情報提供等を支援するほか、地域住民が多文化交流を目的に開催する交流会や懇談会を

支援しました。                               

                                  

ウ 外国籍等区民の身近な相談窓口であるいずみ多文化共生コーナーを運営し、多言語の 

生活情報紙「泉区リビングガイド」の活用や「多文化共生レター」を発行しました。 

                    （多文化共生レターの発行：年２回） 
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４ 区民活動支援センター事業  Ｒ７予算額 Ｒ７決算額 

地域振興課 １，１９２ １，１２４ 

地域が抱える課題が多様化、複雑化しているなか、地域が主体的に課題解決に取り組める   

よう、区民活動支援センターを運営し、地域活動に関する情報提供や相談対応を行いました。      

また、地域活動及び生涯学習のきっかけづくりや地域の担い手を育成する講座等を企画・   

実施し、地域が主体となって行う地域課題の解決や魅力ある地域づくりを支援しました。 

 

(1)  区民活動支援センター運営事業（１，１９２）≪１，１２４≫ 

ア 区民活動に関する相談窓口として区民活動支援センターを運営し、相談対応や情報提

供を行いました。また、区民活動支援センターの認知度を高めるため、広報紙「センタ

ーだより」を発行しました。           (年３回発行：６月、10月、１月） 

イ 区民利用施設ネットワーク会議の開催や地域ケアプラザ及び区社会福祉協議会との連 

携を強化し、自主企画事業の事例や企画立案に向けた課題等の情報共有を行いました。 

（区民利用施設ネットワーク会議：12月９日） 

  ウ 自分の知識や経験を地域に役立てたいと考えている人材と地域をつなげるため、ボラン

ティア講師、パフォーマー及びサークル・団体を登録する「泉区人財バンク」の登録並び

に利用を促進しました。また人財バンク登録者による講座や活動を紹介するイベントを開

催し、人財バンク登録者の活動を支援しました。          

講師サポート講座：９月 26日 

趣味と活動ＰＲ展：３月 16日～３月 19日(発表) 

          ３月９日～３月 19日(ポスター・チラシ展) 

          ３月 26日(ワークショップ、ポスター・チラシ展) 

エ 区民の生涯学習へのきっかけづくりとなるような学びの支援となる講座を実施しまし

た。            (生涯学習講座：７月 12日(１回目)、１月 30日(２回目)) 

オ 地域や区民活動団体等が抱える課題の解決及び地域づくりの推進に必要となるノウハ

ウ等の習得やスキルアップを支援するための講座を実施しました。        

地域活動支援講座：11月８日、22日、12月 13日(１回目)、 

10月 22日、11月５日、19日(２回目)、                  

３月２日、14日(３回目) 
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５ 自治会町内会振興事業  Ｒ７予算額 Ｒ７決算額 

地域振興課 ３，１８６ ２，８４６ 

住みよいまちづくりに貢献している自治会町内会活動を振興するため、行政情報等の提供を 

進めました。また、自治会町内会長や役員に対する表彰等を行い、敬意と感謝の意を表すると

ともに、自治会町内会の掲示板やホームページを活用した情報発信の取組を支援しました。 

 

(1) 自治会町内会交流推進事業（２，６５６）≪２,２４９≫ 

掲示物などの行政情報等を自治会町内会へ送付しました。 

自治会町内会の役員に感謝状を贈呈しました。また、地域活動に貢献された自治会町内

会長に対して表彰等を行いました。 

連合自治会町内会役員等永年在職者表彰：４月～５月、10連合 67名 

自治会町内会長永年在職者表彰：２月 24日、11名 

 

(2) 自治会町内会掲示板整備補助事業（３００）≪２８３≫ 

自治会町内会の掲示板の新設・補修等の整備工事費の一部を補助しました。 

（補助金交付団体：５団体） 

(3) 自治会町内会ＩＣＴ活用支援事業（２３０）≪３１４≫新規 

自治会町内会がホームページを作成する上での諸問題の解決に向けた支援を行いました。                        

   （ホームページ開設：69団体） 

また、自治会町内会でのＩＣＴ活用促進に向けて、身近な活用事例の発信を庁内で連携

して実施しました。 

 

 

  

○ 地域活動推進費補助金交付事業【市民局区配】（５３,５１３）≪５１，４００≫ 

自治会町内会、地区連合自治会町内会等が実施する環境美化、防災・防犯活動等の公益

的活動に対する経費の一部を補助しました。 

○ 自治会町内会館整備費補助事業【市民局区配】（２，４６０）≪２，１２０≫ 

自治会町内会館の新築や増改築、耐震補強工事、修繕等に対する経費の一部を補助し、

事務手続きなどを支援しました。 

                

○ 自治会町内会館脱炭素化推進事業【市民局区配】（６，２０２）≪３，４２４≫ 

脱炭素社会の実現に向け、自治会町内会館への省エネ設備導入費用の一部を補助しまし

た。 
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６ 区民スポーツ振興事業  Ｒ７予算額 Ｒ７決算額 

地域振興課 １，８０８ １，６９３ 

区民の健康志向の高まりに併せて、スポーツの振興を図るため、地域のスポーツ振興団体や

スポーツ大会、教室を実施する団体を支援しました。また、地域資源を活用したスポーツ振興 

イベントを開催し、区民がスポーツに取り組むきっかけになる事業を実施しました。 

 

(1) スポーツ振興団体支援事業（１，２２０）≪１,２０４≫ 

泉区スポーツ協会が行っている各種スポーツ大会や教室等への支援を行い、泉スポーツ 

センターと連携しながら、地域スポーツの運営を強化しました。併せて、地域の担い手団

体に対し、安全管理の意識向上のため講習会を開催しました。 

（安全管理の講習会：９月 25日） 

 

(2) 地域資源を活用したスポーツ振興啓発事業（５８８）≪４８９≫ 

   スポーツに親しむきっかけづくりの一環として、区民参加型のスポーツイベントを開催し

ました。 

（深谷通信所跡地中央広場活用イベント：11月 22日） 

 

 

 

 

  

○ スポーツ推進委員支援事業【統合事業費】（３，２８９）≪３,２８５≫ 

市委嘱のスポーツ推進委員が行うスポーツ振興や啓発事業の活動を支援しました。 
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７ ごみ減量化推進事業  Ｒ７予算額 Ｒ７決算額 

地域振興課 ２，９５９ ２，８５９ 

次の世代へ良質な都市環境や地球環境を引き継ぐために、区民や事業者、多様な団体との協

働により、脱炭素社会の実現に向けた施策を盛り込んだ「ヨコハマ プラ 5.3計画」の取組を

推進しました。 

併せて、清潔できれいな街ヨコハマを実現するため、地域の清掃活動の支援等を行いました。 

(1) ごみ減量化活動支援事業（２，９５９）≪２，８５９≫ 

ア 地域が主体となって取り組むごみの減量化推進や集積場所周辺の環境美化等の活動に

対する補助金を、連合自治会町内会（12 地区）に交付しました。 

イ 「ヨコハマ プラ 5.3計画」の推進に向け、啓発物品等の作成・配布、食品ロス対策イ

ベントの開催や大学と協働した取組等の啓発活動を進めました。 

              （食品ロス対策イベント：12月 15日～２月 27日） 

ウ 自治会・町内会、地域団体、小学校・保育園等を対象に、出前講座や地域イベント等 

を通して脱炭素社会の実現やＳＤＧｓの達成に向けた具体的な行動の変容につながる普

及・啓発を進めました。 

エ 清潔できれいな街の実現に向け、ごみ拾いＳＮＳ（ピリカ）を活用したキャンペーンを

実施しました。                      （キャンペーン：９月） 

オ きれいな街づくり、「ヨコハマ プラ 5.3計画」の推進、緑化の推進に功労のあった個人

及び団体を表彰しました。                      （５月 28日） 

 

 

 

 

８ 脱炭素化推進事業 拡充 Ｒ７予算額 Ｒ７決算額 

区政推進課 １，４３１ １，３３５ 

脱炭素社会形成のため、区内大学や民間企業等と連携しながら、キャンペーンや各種イベン

トへの出展、ワークショップの開催等により、区民の理解促進を図りました。 

併せて、暑い夏場でも子どもたちが外出できるよう、熱中症対策を意識したイベント実施や

クールシェアスポットの普及啓発を行っていきました。 
 

(1) 脱炭素化理解促進事業（１，２４１）≪１，３０１≫拡充 

子どもを主なターゲットとすることで、親世代を含む多世代の区民が脱炭素社会の形成へ

の理解を深められるよう、「泉区サマーＥＣＯチャレンジ」や環境教育講座、ワークショッ

プ等の各種企画を実施しました。    サマーＥＣＯチャレンジ：７月 19日～８月 31日 

環境教育講座：８月 24日、12月 14日 

民間企業と連携した講座：８月 30日 
 

(2) 区内大学との協働による脱炭素化行動啓発事業（１９０）≪３４≫ 

区内大学との協働により、若者世代の柔軟な発想を取り入れながら、区民目線での身近

な脱炭素化行動の普及啓発に取り組みました。 

（子ども向けワークショップの実施：11月３日（泉区民ふれあいまつり）） 

○ クリーンタウン横浜事業【統合事業費】（８７１）≪８０４≫ 

清潔できれいな街ヨコハマの実現に向け、美化推進重点地区において、定期清掃及び

啓発活動を実施しました。                      （96日実施） 
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９ 窓口案内ボランティア事業  Ｒ７予算額 Ｒ７決算額 

区政推進課 １２３ ９９ 

公募の区民ボランティアが区庁舎正面玄関で来庁者に挨拶や案内をすることにより、親しみ 

やすい区役所づくりを行いました。また、区民視点から窓口応対や行政サービスについてのご

意見、ご提案を伺い、区役所の業務改善につなげました。 

 

(1) 窓口案内ボランティア事業（１２３）≪９９≫ 

窓口案内に加え、ボランティアと区職員による意見交換の場として定例会議を実施しま

した。併せて、新規活動者を対象に、業務説明や応対マナーに関する研修も行いました。 

定例会議：10月 29日、３月 26日 

研修会：４月７日 

 

１０ 泉区民ふれあいまつり支援事業  Ｒ７予算額 Ｒ７決算額 

地域振興課 ３，０００ ３，３５０ 

 泉区に対するふるさと意識、区民の連帯意識を醸成するため、泉区民ふれあいまつりの開催 

を支援しました。 

 

(1) 泉区民ふれあいまつり支援事業（３，０００）≪３，３５０≫ 

泉区民ふれあいまつりを実施する泉区民ふれあいまつり実行委員会の活動を支援しまし

た。 

（11月３日） 

 
 

 

  

○ 学校・家庭・地域連携事業【統合事業費】（１，２３５）≪１，１７０≫ 

学校、家庭と自治会町内会等地域が中学校区単位で連携し、吹奏楽部やマーチングバンド

の地域イベントでの演奏や地域の美化活動等の実施を通じて、青少年を育成する活動を支援

しました。 

○ 青少年指導員事業【統合事業費】（１，６６１）≪１，６００≫ 

青少年の健全育成促進のため、泉区青少年指導員協議会の活動を支援しました。 

泉区青少年指導員全員研修会：６月８日、参加者 101名 

青少年フェスティバル：３月１日 
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施策３ 安全・安心のまちづくり（８事業） 

予算額：２６，６９６ 決算額：２８，２５１ 

１ 防災対策事業 重点 Ｒ７予算額 Ｒ７決算額 

総務課、福祉保健課、生活衛生課 ６，１６１ ６，８０６ 

区役所と地域や関係機関との連携を強化し、震災や風水害の対策に一層取り組みました。地

域における自助・共助の取組を推進し、公助の取組と機能的につなげ、区内の災害対応力の向

上を図りました。 

 

(1) 地域防災力強化事業（２，５６１）≪２，１７１≫ 

各種広報媒体を活用した情報発信やイベント実施等を通じて、区民の自助・共助の意識

醸成と地域防災活動の担い手の確保・育成を図りました。さらに、研修の実施や防災に関

する専門家（地域防災アドバイザー）の派遣等を通じて、町の防災組織の活動の活性化、

地域防災力の向上を図りました。 

ア 各種広報媒体を活用し、防災に関する情報を発信しました。また、区民の防災意識向

上のため、外部講師による防災講演会を開催しました。 

イ 防災フェアや、各家庭で防災・減災行動に取り組む防災チャレンジ、小学生を対象と

した防災出前講座の実施等により、若い世代の防災意識の向上、地域防災活動の担い手

の確保・育成につなげました。            防災チャレンジ：８月～11月 

防災フェア：11月 22日 

小学生を対象とした防災出前講座：７校 

ウ 地域防災力の向上のため、町の防災組織等を対象とした研修を実施しました。 

また、防災に関する専門家（地域防災アドバイザー）を地域に派遣し、地域のニーズに

応じた支援を行いました。   （町の防災組織研修会：８月 22日・23日、５団体） 

エ 地域の特性や課題に応じた防災活動の取組支援を行うため、区職員による防災出前講

座や防災まち歩きを実施しました。                 （10団体実施）                                                          

オ 災害時要援護者支援を推進するため、安否確認の取組支援、町の防災組織との協定締

結による災害時要援護者名簿の提供、出前講座等を実施しました。 

○ 地域の防災担い手育成事業【総務局事業】 

（２０,９４８＜全市＞）≪１６,３８９＜全市＞≫ 

地域の防災担い手を育成し、町の防災組織を中心に自助・共助の取組を推進しました。 

 

○  町の防災組織活動費補助金【総務局区配】（８,７３５）≪８,６６５≫ 

町の防災組織が行う自主防災活動に対し、補助金を交付し、地域防災体制の確立を図

りました。 

○ 災害時要援護者支援事業【健康福祉局区配】（３１９）≪２０１≫ 

災害時要援護者の安否確認や避難支援等の活動が円滑に行われるよう、地域での取組 

を支援しました。 
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(2) 地域防災拠点機能強化事業（７７７）≪３７８≫ 

災害時に地域防災拠点の開設・運営が円滑に行われるよう、会議や研修会を開催すると

ともに、区役所と地域防災拠点や関係機関等が連携した訓練を実施し、地域防災拠点の機

能強化を図りました。また、地域防災拠点の防災備蓄庫の資機材等を適切に維持管理しま

した。 

ア 地域防災拠点運営委員会委員に対し必要な情報提供等を行うため、地域防災拠点運営

委員会連絡協議会総会を開催しました。併せて、地域防災拠点運営等の功労者に対し表

彰を行いました。                         （５月 30日） 

イ 実災害を想定し、区災害対策本部と地域防災拠点や関係機関等が連携した「泉区地域

防災拠点同時訓練」を実施しました。                （11月 16日） 

ウ 地域防災拠点運営委員会委員を対象に、地域防災拠点の開設・運営方法等についての

研修会を実施しました。                   （７月４日、５日）  

エ 実践的な地域防災拠点の運営に向けた対策に関する議論・検討のため、地域防災拠点 

運営委員長会を開催しました。                   （１月 24日） 

オ 地域防災拠点の参与及び動員参集する職員等を対象に、地域防災拠点の開設・運営方

法等についての研修会を実施しました。 

（参与説明会：４月 15日、動員職員研修：８月６日、14日） 

カ 地域防災拠点の防災備蓄庫に保管している防災資機材の維持管理を、計画的に行いま

した。 

 

○ 感震ブレーカー等設置推進事業【総務局事業】 

（１７７,５００＜全市＞）≪１２５,２７８＜全市＞≫ 

出火危険及び延焼拡大危険等の高い地域の住宅を中心に、大地震発生時に自動的に住

宅の電気供給を遮断する感震ブレーカー等の設置を推進することにより、出火率を低下

させ、火災被害の軽減を図りました。 

○ 家具転倒防止対策助成事業【総務局事業】 

（３３,２００＜全市＞）≪２０,３２４＜全市＞≫ 

自ら家具転倒防止対策を講じることが困難な世帯を対象に家具転倒防止器具の取付を

無料で代行しました。 

○ 木造住宅耐震事業【建築局事業】（２２９,５０３＜全市＞）≪２１６,４１８＜全市＞≫ 

旧耐震基準(昭和 56 年５月末以前の耐震基準)の木造住宅を対象に耐震診断の実施や、

耐震改修工事、除却工事及び防災ベッド等設置に要する費用を補助し、耐震化の取組を 

促進しました。 

○ 地域防災活動奨励助成金【総務局区配】（２,６４０）≪２，６４０≫ 

  地域防災拠点運営委員会連絡協議会に対して、連絡協議会及び地域防災拠点運営委員

会が実施する研修・広報・訓練等の運営経費及び防災資機材の維持管理費の一部として

奨励助成金を交付しました。 

○ 災害対策備蓄事業【総務局事業】（９７４,１１７＜全市＞） 

発災直後の市民の食料不足等に備え、市民の安全確保に関わる食料及び飲料水等を備

蓄しました。また、期限を迎える食料を確認し、更新計画に則り、更新するとともに、

効率的かつ恒久的な備蓄サイクルを構築しました。 
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(3) 防災体制の整備・強化事業（２，０２８）≪３，７７６≫ 

災害時に円滑な区災害対策本部運営を行えるよう、地域防災拠点や関係機関と連携を強

化するとともに、区災害対策本部運営訓練や研修を実施し、職員の防災意識向上を図りま

した。また、区災害対策本部の資機材等を適切に維持管理しました。 

ア 防災関係機関等と連携し、災害発生時に的確な対応ができるよう、防災連絡協議会総

会を開催しました。                                 （書面開催：８月 21日）             

イ 震災対応能力の向上を図るため、関係機関等と連携した泉区災害対策本部運営訓練を

実施しました。               （研修：９月 26日、訓練：２月 26日） 

また、実災害を想定し、区災害対策本部と地域防災拠点や関係機関等が連携した「泉

区地域防災拠点同時訓練」を実施しました。（再掲） 

ウ 大規模化、多発化する風水害に備え、泉土木事務所、泉警察署、泉消防署等と連携し

た風水害情報受伝達訓練を実施しました。              （６月 10日） 

また、避難場所開設・運営が円滑に行えるよう、風水害対策訓練を実施しました。 

                （６月 25日） 

  エ 区職員を対象に、区防災計画等についての研修会を実施しました。（５月 20日、22日） 

オ 区災害対策本部の運営に必要な資機材等を整備し、適切に維持管理しました。              

カ 風水害時に指定緊急避難場所に避難した区民が安心して待機できるよう、指定緊急避

難場所運営資機材を維持管理しました。 

 

(4) 災害時医療調整・保健活動事業（４９５）≪１８２≫ 

災害発生時に地域防災拠点を巡回する、医療救護隊及び保健活動グループの備蓄品を確

保しました。また、泉区の災害時における迅速な医療体制構築のため、区内医療機関等と

連携して連絡会議や通信訓練等を実施するとともに、区民に災害時の医療提供体制につい

て周知しました。 

ア 泉区災害医療連絡会議の開催                       （１月 22日） 

イ のぼり旗訓練及び通信訓練の実施          （10月 20～22日、３月 11日） 

ウ 医療救護隊及びＹナース向け訓練の実施              （３月 14日） 

エ 災害時医療に関する啓発活動       （広報よこはま泉区版 10月号、３月号） 

オ 災害時診療用の医療用品の管理（消毒薬等） 

 

(5)  災害時ペット対策事業（３００）≪２９８≫ 

ア 地域防災拠点訓練や防災イベント等において、災害時のペット同行避難に必要となる 

物品や啓発パネルの展示、リーフレット等を活用した説明等を行い、ペットの飼い主に 

災害時の備えについて周知すると共に、地域住民の理解を深めました。    （６回） 

イ 地域防災拠点運営委員会に向け、災害時のペット同行避難者の具体的な受入方法等の 

説明及び拠点内でペット一時飼育場所の設定を働きかけ、円滑な拠点運営及びペット同行 

避難受入れ体制の整備を支援しました。                   （４回） 

ウ 避難してきたペットの受入れに備え、一時飼育場所設営に必要な資器材等をまとめた 

ペット一時飼育場所用開設キットを全地域防災拠点に配備しました。    （全拠点） 

○ 横浜防災ライセンス事業【総務局事業】（９３５＜全市＞） 

地域防災拠点の資機材取扱いに関する実践的な講習を実施し、受講した資機材取扱 

リーダーが地域防災拠点での防災活動に参画することで、地域防災力の向上を図りま

した。 
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２ 防犯対策推進事業  Ｒ７予算額 Ｒ７決算額 

地域振興課 ５，７７３ ５，６１４ 

地域・団体・事業者の自主防犯活動を支援するとともに、防犯に関する啓発活動や講習会等

により、区民の防犯意識の向上を図り、安全・安心な泉区を目指しました。 

(1) 地域連携事業（１，０９０）≪１，０９３≫ 

ア 12 地区連合の防犯担当者、泉警察署、泉防犯協会、区役所で構成する地域防犯担当 

責任者会議を開催し、情報交換や課題解決に向けた検討等を行いました。     

（６月５日、９月 10日、12月 17日、２月 26日） 

イ 振り込め詐欺や還付金等詐欺、その他の犯罪等の未然防止を図るため、メーリングリ

スト「いずみ安全・安心メール」の運用・配信等の広報啓発活動を行いました。また、

防犯活動の取組等を紹介するパネル展を実施しました。 

（安全・安心メールの配信：週１回） 

ウ 犯罪被害や消費者被害を防ぐため、防犯研修会や消費者対策研修会を実施しました。 

エ 迷惑電話防止機器を活用して、特殊詐欺防止活動を推進していきました。 

（迷惑電話防止機器貸出延台数：874台（３月末時点）） 

(2) 地域防犯力支援事業（３，２８７）≪３，０７４≫ 

ア 12 地区連合が取り組む自主防犯活動を支援するとともに、自治会町内会に対して、 

 のぼり旗やステッカー等の防犯関連用品を提供しました。 

（のぼり旗配布数：延べ 267団体 741枚（３月末時点）） 

イ 泉警察署との連携を強化し、地区連合や自治会町内会等を対象とした防犯講習会や 

合同防犯パトロールを実施しました。 

ウ 愛犬の散歩を活用した「わんわんパトロール隊」の普及を継続し、地域による防犯活

動をきめ細かく展開しました。         

エ 新入学児童用の防犯ブザーの購入に係る費用の一部を助成するとともに、地域ぐるみ

で児童・生徒を見守る「こども１１０番の家」の設置を支援し、プレート等を配付しま

した。       （こども１１０番プレート配布数：10団体 174枚（３月末時点）） 

(3) 地域防犯対策巡回警備事業（１，３９６）≪１，４４７≫ 

青少年の健全育成及び犯罪抑止に向け、日中の時間帯に青色回転灯装着車による巡回パ 

トロールを実施しました。                  （５月～３月：52日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ＬＥＤ防犯灯設置維持管理事業【市民局事業】 

（６５４，３８７＜全市＞）≪６７３，７１０〈全市〉≫ 

地域の防犯環境向上を図るため、ＬＥＤ防犯灯の設置及び維持管理等を行いました。 

○ 地域防犯カメラ設置補助事業【市民局事業】 

（５７，３９７＜全市＞）≪５７，３９７〈全市〉≫ 

犯罪のない安全なまちづくりに向けて、地域の自主的な取組を支援するため、自治会町

内会等に対し、防犯カメラの設置費用の一部を補助しました。 

○ 地域の防犯力向上緊急対策事業【市民局事業】 

（６２０,０００＜全市＞）≪１４４，２１０〈全市〉≫ 

自治会町内会等が地域の防犯力向上に向け実施する、防犯パトロール、防犯啓発グッ

ズの購入、センサーライト等の防犯設備機器の整備、防犯講座の開催等の公益的な取組

に対して緊急的な補助を行い、地域防犯の取組を支援しました。 



20 

 

 

               

３ 交通安全対策推進事業 Ｒ７予算額 Ｒ７決算額 

地域振興課 ４，５６９ ２，９８６ 

交通事故のない安全な泉区を目指して、地域、関係機関・団体などと連携を強化し、交通 

安全キャンペーン活動や子ども・高齢者の事故防止を重点とする交通安全啓発活動を実施し 

ました。 

 

(1) 交通安全対策協議会運営事業（３９３）≪６８１≫ 

関係機関及び関係団体で構成する泉区交通安全対策協議会を通じ、各季の交通安全運動期

間において、交通安全啓発活動キャンペーンを行いました。 

 

(2) 交通安全マナーアップ推進事業（８６５）≪６９５≫ 

ア 小学生を対象とするスローガンコンクールを実施し、児童が交通安全について考える  

機会を提供するとともに、最優秀作品を交通安全啓発活動に活用しました。 

イ  交通安全と交通事故防止に功労のあった個人・団体、年間交通事故ゼロを達成した  

  スクールゾーン対策協議会に表彰を行いました。             （３月９日） 

 

(3)  子ども交通安全対策事業（３，３１１）≪１，６１０≫ 

ア 各小学校の交通安全の取組に関する情報交換や意見交換等を行う通学路安全対策連絡 

会を開催し、通学路の安全点検や見守りなど様々な活動を支援しました。 

イ スクールゾーン対策協議会や地域からの要望に基づき、「スクールゾーン」路面標示を 

設置するなど、通学路の安全対策を図りました。 

 

４ 自転車等放置防止事業  Ｒ７予算額 Ｒ７決算額 

地域振興課 ４４６ ２４１ 

駅周辺の放置自転車等の抑制や、自転車利用者のマナーアップを図りました。 

 

(1) 自転車等放置防止事業（４４６）≪２４１≫ 

自転車等放置防止推進協議会による自転車走行のマナーの向上や、自転車駐車場利用の促

進等の啓発活動を支援しました。 

また、各協議会の情報共有等を図るため、自転車等放置防止推進協議会連絡会を開催しま

した。                               （11 月 16日） 

 

  

○ 落書き防止事業【市民局区配】（４４）≪４３≫ 

落書き行為の防止に関する理解と関心を深めるため、広報啓発活動等を行いました。 

また、落書き消去に必要な物品を提供する等、自治会町内会や団体等が行う活動を支援 

しました。 
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５ 「食とくらし」の安全・動物愛護推進事業 拡充 Ｒ７予算額 Ｒ７決算額 

生活衛生課 ４６２ ４１０ 

「食とくらし」の安全に対する区民の高い関心に応えるため、関係団体と協働して普及啓発

を行いました。さらに、地域行事に伴う食品取扱いでの食中毒予防など「食の安全」や社会福

祉施設等の健康被害発生防止、ハチの駆除、動物との共生など「くらしの安全」について必要

な支援を行いました。 

 

(1) 食とくらしの安全・安心サポート事業（２０２）≪１７２≫ 

ア 泉区食品衛生協会と協力し「食中毒予防キャンペーン」を実施しました。（11月３日） 

イ 食中毒予防を中心に保育園・高齢者福祉施設への立入調査を実施し、衛生的な管理 

運営の支援を行いました。                                            （50施設） 

ウ 地域やボランティア給食を提供する団体の要望に基づき食品衛生出前講習会を開催し、 

食中毒予防を図りました。          （５月 21日、５月 23日、６月 15日、６月 16日） 

エ 地域のお祭りなどの行事における食中毒を予防するため、行事での食品提供者を対象 

に衛生講習会を開催しました。 （６月 29日） 

オ 食中毒の発生しやすい時期やノロウイルス食中毒警戒情報の発令時に複数の媒体を 

活用した注意喚起を実施しました。                        （広報よこはま６月号） 

カ 区内飲食店等からの食中毒発生を予防するため、製造工程に着目した衛生管理手法で

あるＨＡＣＣＰ(ハサップ)の導入・定着支援を行いました。                （８回） 

 

(2) ハチ等の駆除支援事業（２０）≪２０≫ 

ア 広報への掲載や区役所窓口及び関係団体等での啓発リーフレット配布により、安全で 

適切な駆除法について、より広く区民へ啓発しました。      （広報よこはま６月号） 

イ 区民からの駆除相談に対し、電話による相談対応や現地での助言を行いました。ま

た、駆除機材やハチ防護服等の貸出を行いました。 

（相談件数 ハチ：441件、ネズミ：485件） 

 

(3) 犬や猫の適正飼育普及啓発事業（２４０）≪２１８≫拡充 

ア 散歩での糞尿や鳴き声など、犬に関する苦情を軽減するため、犬の飼い主が手続きで 

来所した際などに、犬の適正飼育等のチラシに加え、散歩時の糞持ち帰り袋等を配布し、 

適正飼育及びマナー向上について普及啓発を行いました。 

イ 飼い主のマナー向上のため｢犬の飼い方教室｣を開催し、適正飼育及び災害時の備えに 

ついて普及啓発を行いました。                   （12月 26日） 

ウ 飼い主のいない猫の問題に対して、啓発パンフレットの活用や地域での説明会等の実 

施により、地域猫活動を推進しました。                 （４地域） 

エ 保育園児が描く｢どうぶつ絵画｣を展示し、動物愛護に関する啓発を図りました。 

（10月 20日～10月 25日、区民ホール） 
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６ 区役所環境向上事業  Ｒ７予算額 Ｒ７決算額 

総務課、税務課 ７，４４２ １０，８００ 

区庁舎の環境整備・窓口サービス向上を通じ、区民が快適で利用しやすい区役所の実現に取

り組みました。 

 

(1) 区庁舎等の環境整備（６，１０４）≪９，６６６≫ 

区庁舎及び区民が利用する施設等において安全性、利便性、快適性を確保するため、設

備改修等の環境整備を行いました。 

 

(2) 泉区人権啓発推進事業（５５０）≪４０３≫ 

人権課題に対する理解と認識を深めることを目的として、区民を対象とした人権啓発講

演会及び職員を対象とした研修を実施しました。 

（人権啓発講演会：12月５日、職員向け研修：８月～３月） 

 

(3) 窓口応対職員研修（２５０）≪２５３≫ 

区民サービス向上を目的として、職員を対象とした研修を実施しました。 

（基礎編：６月、レベルアップ編：10～12月） 

 

(4)  税務申告窓口サービス向上（５３８）≪４７８≫ 

確定申告時に税理士等による医療費控除の申告相談を実施するとともに、来庁者の円滑 

な誘導のため窓口案内を行いました。       （令和８年２月 16日～３月 16日） 
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７ 区民相談事業  Ｒ７予算額 Ｒ７決算額 

区政推進課 １，０９３ １，０２１ 

泉区内に居住する日本語による意思疎通が困難な外国籍等区民の生活を支援するため、生活 

相談や翻訳を実施しました。 

 

(1) 泉区外国籍等区民相談事業（１，０９３）≪１，０２１≫ 

ア 中国語相談                            （週１回） 

イ ベトナム語等相談                         （月２回） 

 

 

８ 引っ越し手続き案内資料の多言語化事業 新規 Ｒ７予算額 Ｒ７決算額 

戸籍課 ７５０ ３７４ 

引っ越しの際に区役所各課で行う手続き一覧が記載されている案内資料については、日本語

版のみでしたが、これまでよりも文字を大きく多言語化して作成しました。 

誰にとっても分かりやすく安心して手続きを行えるようにすることで、住みやすい泉区を目

指しました。 

 

(1) 手続き案内資料の多言語版作成事業（７５０）≪３７４≫新規 

引っ越し届出の際にお渡しする区の手続き案内資料については、これまで日本語版のみ

で転入、転出、区間異動、転居など届出により細分化されていました。案内資料を１枚に

まとめ、日本語のほか、英語・ベトナム語・中国語・タイ語・やさしい日本語版へと多言

語化するとともに、文字も大きくしました。 

  

 

○ 市民相談事業【統合事業費】（１，８０８）≪１，８０１≫ 

区民が抱える問題の解決を支援するため、特別相談（法律・公証・交通事故・行政・行

政書士）を実施しました。 
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○ 道路整備事業【道路局区配及び局事業】 

・都市計画道路権太坂和泉線（名瀬・岡津地区）、環状３号線（中田地区）の測量、設計及

び用地買収に向けた交渉を行いました。 

・上飯田第３５４号線（中田北二丁目地区）等区内５箇所で、道路整備に向けた用地取得

及び道路整備工事の準備等を行いました。 

○ 河川改修事業【下水道河川局区配及び局事業】 

阿久和川では、橋際橋から慶林橋の区間の河川管理用通路を整備し、完成させました。 

また、「まほろば」地区の再整備に向けた設計等を進めました。 

 

○ 下水道整備事業【下水道河川局区配及び局事業】 

・和泉町第二公園において、令和６年度に引き続き、中和田雨水幹線の整備を行いました。 

・新たに中田南地区の浸水対策として中田南雨水幹線の整備に着手しました。 

・老朽化した下水道管の再整備や浸水対策を弥生台地区や新橋地区等で行いました。 

・災害時救急病院である国際親善総合病院など４病院に接続する下水道管の耐震化工事を 

行いました。 

○ 公園再整備事業【みどり環境局区配】 

・弥生台南公園など区内の 10公園で遊具の更新など施設改良工事を行い、６公園が完成し 

ました。                          （５月、６月、３月） 
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施策４ あらゆる世代がいきいきと暮らせるつながりづくり（８事業） 

予算額：２０,５８５ 決算額：１８,５０５ 

１ 泉わくわくプラン推進事業 重点  拡充 Ｒ７予算額 Ｒ７決算額 

福祉保健課 ６，２９０ ５，３２９ 

地域の課題を地域で解決し、地域の支え合いによって誰もが安心して暮らせるまちを目指す

「泉わくわくプラン（第４期泉区地域福祉保健計画）」について、区社会福祉協議会、地区社会

福祉協議会、地域ケアプラザ、関係機関等と協働して、具体的な取組を進めました。 

また、令和８年度からの第５期計画の策定を行いました。区計画の策定をすすめるととも

に、地区ごとに住民自らが作成する地区別計画について、区役所、区社協、地域ケアプラザが

連携しながら、策定支援を行いました。 

 

(1) 計画の推進（２，５１０）≪２,１８５≫拡充 

地域共生社会の実現のため、泉区の福祉・保健・医療・地域・行政等の連携強化等を目的

とした地域福祉保健推進協議会を開催しました。また、分科会として地域福祉保健計画策定・

推進検討会を開催し、地域や関係機関の方々とともに、第５期計画の策定を行いました。併

せて、多様性の尊重や幅広い世代の理解を促すため、「やさしい日本語」による概要版の作

成等にも取り組みました。          

地域福祉保健推進協議会：７月４日、１月 23日 

地域福祉保健計画策定・推進検討会：６月７日、11月 21日 

第５期計画素案 区民意見募集：９月１日～30日 

第５期計画策定：３月 

 

(2) 計画の周知・啓発（１，７００）≪１,５２６≫拡充 

泉わくわくプランについて、より多くの区民に知ってもらい、地域の様々な取組に参画し

てもらうため、広報やイベントの開催を通じて、区民に対する周知・啓発を進めました。   

毎年２月を推進強化月間と位置付けており、泉わくわくプランの地区別計画に基づく取組

を区民の方に知っていただくため、地区ごとの活動をまとめたパネルの展示や地域活動団

体によるワークショップなどを行うイベント等を開催しました。 

第５期計画策定に合わせた講演会の実施、広報の強化を行い、新たな計画の周知と地域福

祉についての理解促進を図りました。   

泉わくわくプラン推進イベントの開催：２月 21日、24日～27日 

第５期泉わくわくプラン完成記念パネルディスカッション：２月 27日 

 

(3) 民生委員・児童委員欠員地区活動支援（３１０）≪１９０≫ 

地区民児協の活動を補助することにより、欠員地区で安定的な見守り体制を持続させると

ともに、欠員地区を担当する民生委員・児童委員の負担感を軽減し、充実した地域福祉につ

なげました。                    （補助金対象期間：４～11月） 
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(4) 民生委員・児童委員担い手確保事業（１，７７０）≪１，４２８≫新規 

令和７年 12 月の一斉改選に際し、民生委員・児童委員活動の負担軽減を行うとともに、やりがい

や達成感を感じられるような支援を行いました。次世代の担い手確保につながる取組を行い、地域の安定

的な見守り体制を持続させるとともに、充実した地域福祉につなげました。 

ア 民生委員・児童委員委嘱式伝達式                （12月１日） 

イ 退任感謝会                          （１月７日） 

ウ 更新版担当区域地図配付                      （２月） 

 

 

 

 

 

 

 

  

○ 民生委員・児童委員事業【健康福祉局区配】 

令和７年の一斉改選に向けて、新任委員が安心して活動をスタートできる環境を整

え、不安感から委員就任を悩んでいる方の後押しにつながるよう、退任した民生委員・

児童委員および主任児童委員が一定期間「サポーター」として活動の助言等を行うこと

により、経験やノウハウを新任の民生委員等に引き継ぐバトンタッチサポーター（仮

称）制度を希望する地区に試行導入しました。       （区内制度利用者 18名） 
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２ 泉区地域包括ケア推進事業 重点 Ｒ７予算額 Ｒ７決算額 

高齢・障害支援課 １，７５６ １，５８５ 

2025年は団塊の世代が 75歳以上となるなど、急激な人口構造の変化の節目の年となるため、

引き続き、医療・介護・介護予防・生活支援などを一体的に提供できるよう、横浜型地域包括

ケアシステム構築のための泉区アクションプランを推進し、高齢者が安心して暮らし続ける地

域づくりに取り組みました。 

 

(1) わたしのアクション！推進事業（１，０２６）≪９２０≫ 

高齢者本人、地域住民、施設や民間企業、専門職などがそれぞれできることから「わたし

のアクション」に取り組む風土を醸成しました。加えて、泉区アクションプランの取組を振

り返り、国や市の方向性を踏まえ、次期、区アクションプラン策定に向けた準備を進めてい

くため、有識者、関係機関、関係団体、専門職による連絡会を開催しました。（11月 25日）                                 

また、多様な主体による生活支援の充実に向けて、移動支援や居場所づくりなど民間企 

業・施設等によるインフォーマルサービスの検討・創出に関する情報交換会を開催しまし

た。                                 （８月 26日） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)  認知症等地域支援事業（６８０）≪６１５≫ 

区民の認知症予防・介護予防意識を高める啓発を行うとともに、認知症のご本人やご家

族が住み慣れた地域で安心して生活できるよう、世界アルツハイマー月間に、認知症サポ

ーター養成講座と合わせた認知症普及啓発映画上映会を実施しました。認知症に対する正

しい知識を持った方（＝認知症サポーター）を増やしていくことで、地域での見守り体制

を推進しました。                          （９月 25日） 

 
○ 認知症支援事業等【健康福祉局区配】（３２７）≪１８１≫ 

認知症になっても、周囲の理解や見守り、家族を支えることにより、住み慣れた地域で

暮らし続けることができるよう、認知症に関する普及啓発、もの忘れ相談、緊急対応事業

を行いました。 

 

 

○ 地域包括ケア推進事業【健康福祉局区配】（４００）≪３８０≫ 

横浜型地域包括ケアシステムの構築に向け、「泉区アクションプラン」に基づく取組を

継続しました。また、関係者・市民向けに地域包括ケアに関する周知・啓発も行いまし

た。さらに、次期、区アクションプランの策定に向けた準備を進めました。 

○ 在宅医療連携拠点事業【医療局事業】（２５０）≪１４２≫ 

市民が安心して在宅医療・介護を受けられるよう、区医師会と協力して在宅医療連携

拠点を運営しました。患者家族や病院からの相談業務のほか、医療・介護従事者の多職

種連携、市民向け講演会、医師向け研修を行いました。 
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(3) 高齢者社会参加支援（５０）≪５０≫ 

老人クラブ活動の活性化や交流を促進するため、個人や団体を対象とした功労者表彰等

を支援しました。                          （１月 15日） 

 

  

○ 地域づくり型介護予防事業【健康福祉局区配】（５６０）≪３８９≫ 

○ 高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業【健康福祉局区配】（３４３）≪２８３≫ 

元気なうちから介護予防に取り組む地域づくりを目指し、講座や広報等による啓発活動

を実施しました。また、地域で高齢者の自主的な介護予防活動が継続的に行われるよう、

地域の人材育成や関係機関との連携により活動を支援しました。 

さらに、健診、医療、介護データ等を活用し、地域の健康課題を踏まえ、生活習慣病等

の重症化予防と生活機能維持の両面から、高齢者一人ひとりの健康課題に着目したフレイ

ル対策を令和６年度の先行３区（南、栄、泉）に加え、令和７年度は新規７区（鶴見、西、

中、港南、旭、磯子、瀬谷）（計 10区）で実施しました。 
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３ 健康づくり活動支援事業 拡充 Ｒ７予算額 Ｒ７決算額 

福祉保健課 ３，２１１ ２，８９７ 

健康寿命の延伸に必要な生活習慣（運動・食生活・口腔等）の改善やがん検診及び特定健診受

診による生活習慣病予防や疾病の早期発見のために、正しい情報の提供など、保健活動推進員

や食生活等改善推進員等地域の関係団体や企業等と連携して、乳幼児期から高齢期まですべて

の区民が健康に望ましい行動をとりやすくする環境づくりを進めました。 
  

(1) 働き・子育て世代への健康づくり事業（１，９６９）≪１，８７２≫拡充 

ア  ４か月健診の保護者を対象に、歯科衛生士と栄養士による保健指導を実施しました。 

イ ３歳児健診の保護者を対象に、ヘルスチェック（骨健康度測定、べジチェック）や栄 

養士による保健指導を実施しました。                                        

ウ 赤ちゃん教室で理学療法士による保護者への腰痛予防の講座を行いました。（年５回） 

エ 運動啓発のための動画を配信し、地域に広く周知していきました。    

YouTube での運動動画広告：５～９月、視聴回数８万回 

保健活動推進員全体研修：４月 22日、参加者 95人 

親子 de わくわく！げんきまつり内講座：６月８日、参加者 167人 

オ 歯科健診啓発媒体を作成し、地域に周知、配信しました。         （２月） 
 

(2) 食習慣の改善事業（４６９）≪４６５≫ 

ア 生活習慣病の予防のための、個別の食生活相談を行いました。                

イ 区内野菜生産者や食生活等改善推進員等、地域人材と連携し区域の食育講座を実施しました。 

 （10月 20日） 

ウ 食生活等改善推進員会の協力を得て、地域で食育講座を開催しました。    （年４回） 
 

(3) 生活習慣改善・がん検診啓発事業（７７３）≪５６０≫ 

ア 生活習慣病予防をテーマに保健活動推進員会、食生活等改善推進員会等と連携し、相

談・健康測定・パネル展示等による「親子 deわくわく！げんきまつり」（旧「みんなの

健康アップ！フェスティバル」）を実施しました。    （６月８日、参加者 542人）                                                                 

イ 区庁舎１階の健康づくり情報コーナー「チョコット立ち寄り健康チェック」で時季や

トピックスにあわせた健康づくり情報の展示と啓発を行いました。 

ウ 健康づくりイベントや地域のイベント等において、様々ながんの予防及び検診の啓発

を実施しました。                         （5,513 人） 

○ 地域で活動する健康づくり団体への支援【健康福祉局区配】（２８５）≪２３８≫ 

・保健活動推進員や食生活等改善推進員（ヘルスメイト）に対して、活動をサポートし 

ながら共同して区の健康づくり事業や地域イベントでの健康啓発を実施しました。 

・食生活等改善推進員養成講座において、地域活動に向けたリーダー育成を実施しました。 

○ 健康横浜２１推進事業【健康福祉局・医療局区配】（１，４０５）≪１，００２≫ 

健康増進計画である健康横浜 21に基づき、「生活習慣の改善に向けた取組」、「生活習慣

病の発症予防や重症化予防の取組」、「健康に望ましい行動を取りやすくする環境づくり」、

歯科口腔保健の推進、食育の推進を進めました。 

○ 感染症対策事業【医療局区配】（３２５）≪２１０≫ 

・区内の感染症患者及び家族に対する支援及び接触者健診の実施や、区内の学校・施設 

等で感染性胃腸炎などが発生した際に感染拡大防止のための保健指導等を行いました。 

・高齢・障害施設や保育所等の福祉施設で感染が発生した際に適切な対応ができるよう、 

施設向け研修会を開催しました。 
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４ 障害児・者社会参加促進支援事業  Ｒ７予算額 Ｒ７決算額 

高齢・障害支援課 １，５０６ １，３７１ 

障害や疾病の有無にかかわらず、誰もが地域で安心して生活できる地域社会の構築に向けて、

当事者・地域・自立支援協議会と行政が協働して取り組み、障害児・者、精神疾患患者及び難病

患者への理解を広め、当事者の社会参加促進を支援しました。 

 

(1) 泉ふれあいシールラリー（１，３１０）≪１，１８９≫ 

障害理解の推進と障害当事者の社会参加促進を目的に、区内の障害福祉事業所を巡る 

シールラリーを開催しました。 

障害のある方々が日頃活動している区内の障害福祉事業所へ実際に足を運んでいただく

ことで、普段の生活や活動の一端を知っていただき、障害への理解を深めました。また、障

害福祉事業所の利用者と本イベントで来訪した地域の方とのやり取りを通した交流の機会

とし、障害当事者の社会参加促進を支援しました。      （11月 13日～12月 12日） 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 自主製品等販売活動支援事業（１７０）≪１５９≫ 

様々な場を活用し、障害福祉事業所の自主製品等販売活動を支援し、障害当事者の社会

参加を促進しました。 

・区庁舎区民ホール（12団体、年 242日） 

・市営地下鉄戸塚駅 （３団体、年 31回） 

・市営地下鉄立場駅（４団体、年 24回） 

 

(3) 難病支援（２６）≪２４≫ 

難病患者とその家族を対象とする交流会の開催にあたり、支援ボランティアを派遣し参加

しやすい環境を整備しました。                       （年９回） 

 

 

  

○ 松風学園再整備事業【健康福祉局事業】（８７６，３９８＜全市＞）≪６１１，１８５≫ 

居住者の利用環境改善のため、令和６年度から続くＡ棟改修工事を完了しました。８年

度以降は、管理棟改修工事などを行う予定です。 
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５ いずみっこ子育て支援事業 拡充 Ｒ７予算額 Ｒ７決算額 

こども家庭支援課 １，４１６千円 １，２６０千円 

養育者が地域で孤立することなく安心して子育てができることを目指し、養育者が安心して

乳幼児健診を受けるとともに、子育てに関する情報を発信することで子育てしやすい環境を整

えました。 

 

(1) 乳幼児健診等保育サポート事業（４０５）≪３６４≫拡充 

乳幼児健診等の会場に保育ボランティアを配置し、きょうだい児を連れた養育者が落ち着

いた環境で健診を受診できるようサポートしました。また、乳幼児健診後、成長発達の経過

観察が必要な乳幼児を対象に経過健診を実施していましたが、その際、養育者から多く寄せ

られる、離乳食や食事に関する相談に対して栄養士を配置し、その場で解決できる体制を整

えました。                          乳幼児健診：年 51回 

経過健診：年12回 

(2) 子育て支援情報提供事業（３４６）≪３３４≫ 

ア ウェブサイトでの子育て情報の発信 

泉区のプロモーションサイトである「いずみくらし」及び泉区役所ホームページ上の 

子育て支援情報に関する内容を継続して更新・発信しました。 

イ 子育てガイドブックの印刷 

地域子育て支援拠点と協働して発行する「ちょこっとマップ」を、こんにちは赤ちゃ 

ん訪問事業対象者及び転入者分について印刷し、随時配布しました。 

ウ 情報提供・発信の強化 

こども家庭支援課の窓口業務及び専門職の面談時等にタブレット機器を活用した情報提

供・発信を行いました。また、窓口の情報発信用モニターや乳幼児健診会場のデジタルサ

イネージを活用して、情報発信を強化し、養育者に必要な情報の整備を行いました。 

 

(3) 外国籍等区民への子育て支援事業（４５）≪０≫ 

外国籍等区民に対して、妊娠中から必要な支援を把握し、安全な出産を迎えるためのサポ

ート時や、乳幼児健診後のフォロー及び個別心理対応等が必要となった児童を対象に通訳

が同行・同席し、きめ細やかな子育て支援を行いました。＜ベトナム語・中国語＞ 

 

(4) 地域子育て支援拠点親子の居場所充実事業（６２０）≪５６２≫新規 

いずみ中央にある地域子育て支援拠点にアクセスしづらい方向けに、地域子育て支援拠

点の親子の居場所を泉地域活動ホームかがやきで出張開催し（「おやこであそぼう！すきっ

ぷ出張ひろば＠かがやき」）、より身近な場所で子どもや養育者が気軽に集え、相談や地域

で交流できる機会の充実を図りました。                  （年 24回） 
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６ 妊娠期から子育て期まで切れ目のない支援充実事業 重点 Ｒ７予算額 Ｒ７決算額 

こども家庭支援課 ４，１５１千円 ４，１３５千円 

こどもと養育者が安心して地域社会で生活ができるよう、妊娠期から子育て期まで切れ目の

ない、孤立しない子育て支援の充実を図りました。 
 

(1) パパ・ママ子育て支援事業（１，１４７）≪１，１３３≫ 

ア いいＫＡＧＥＮ（かげん）な子育てプレクラス 

出産を控えた方と出産した方を対象に、産婦同志や妊婦との交流、専門職の講話を通

して子育てのイメージづくりを図りました。  （妊婦編：年 12回、産後編：年 12回） 

母親・両親教室各回の外部講師の情報共有を図り、効果的な教室運営を検討すること

を目的に講師間連絡会を開催しました。               （６月３日） 

イ  赤ちゃん教室  

区内 10 か所の会場で、初めて子育てを行う養育者を対象に、育児相談、健康教育 

（離乳食、虫歯予防、事故予防等）や仲間づくりをすすめ子育てを支援しました。また、    

地域住民が運営協力者として従事しました。               （年 100回） 
 

(2) 地域の子育て支援力向上事業（１，９３４）≪１，６２０≫ 

ア 子育て応援グッズ作成・配布、ＰＲ動画配信 

子育て世代が地域に見守られ、孤立せずに子育てができる地域づくりを推進するため、 

区民の方や関係機関へ子育てを応援するメッセージ「子育て応援マーク」のチャームや 

ステッカーの配布、ＰＲ動画の配信を行い幅広く周知に取り組みました。                                

イ 子育てに関する実態調査 

令和６年度に実施した子育てアンケート調査結果のポイントを子育て支援者連絡会

（５月開催）で報告しました。今後、調査結果の概要版を作成するとともに、地域や 

子育て中の養育者に周知し、アンケート結果から見えてきた課題に対する取組を進め 

ました。  
 

(3) 子ども虐待予防事業（５５０）≪３６１≫ 

ア  エリア別要保護児童対策地域協議会 

より地域に根差したネットワークの構築や連携の強化とし、泉区を５エリアに分け、令

和７年度、令和８年度の２か年で全エリア巡回開催しました。  （令和７年度：２エリア）      

イ  心理職による養育者面接「ママパパカウンセリング」 

児童虐待の予防を目的に、子育ての負担や不安のある養育者に対して、心理職による面

接を行いました。また、対象者が集中して相談できるよう保育協力者を配置しました。 

   （年 48回（臨時枠 12回）） 

(4) 乳幼児期からの思春期保健事業（５２０）≪１，０２０≫新規 

保育施設・幼稚園、学校関係・関係機関等子どもに関わる支援者が、子どもの健やかな

成長に必要な親子の愛着形成や子どもが自己肯定感や生きる力を身に着けていくための教

育について学び、実践できるよう支援することを目的に連絡会を開催しました。  

（年４回) 

養育者や地域住民、子どもに関わる支援者を対象に、親子の愛着形成と子どもの自己肯定

感を育む教育に関する講演会を開催しました。               （９月 26日） 
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７ 保育施設・幼稚園等との協働による子育て支援推進事業  Ｒ７予算額 Ｒ７決算額 

こども家庭支援課 １，３３６千円 １，２４８千円 

保育施設・幼稚園等においては、在園児の保育のみでなく、地域における子育て支援の推進

も求められています。子育て支援機関と連携を図りながら、保育施設・幼稚園等を利用してい

ない世帯が安心して子育てできる環境を整えるとともに、効果的な情報発信や保育ニーズへの

きめ細かな対応など一体的な子育て支援を進めることで、待機児童ゼロの継続や保育の必要性

が高い保留児童の解消につなげていきました。 

 

(1) 保育施設・幼稚園等との協働による保育施設ＰＲ事業（３２５）≪３１７≫ 

保育施設・幼稚園等と地域子育て支援拠点が協働し、入所に向けた各施設の紹介パネル 

の展示や保育士等による絵本の読み聞かせ等の企画実施に加え、地域で実施されている子 

育て支援事業について情報発信するイベント「いずみっこひろば」を開催しました。 

（９月９日～13日） 

(2) 保育園地域支援事業（２７９）≪２１１≫ 

市立和泉保育園や市立北上飯田保育園において、保育施設・幼稚園等を利用していない地

域の子育て世帯に対して、気軽に相談や情報交換ができるような居場所を提供するととも

に、こどもの発達段階や参加者のニーズに応じた育児講座を行いました。     

（年 87回、426人参加） 

(3) 職場復帰講座（９６）≪８５≫ 

育児休業等からの職場復帰を希望する子育て世帯を対象に、職場復帰の際に直面する課題

の解決や不安の解消に向けて相談や意見交換を行う講座を開催しました。   （２月 28日） 

 

(4) 保育サービス等の情報発信（６３６）≪６３６≫ 

保育施設・幼稚園等に関する様々な情報を冊子やウェブサイト等を通じて情報を発信す

るとともに、保育・教育コンシェルジュによるきめ細かな相談等を通じて、多様な保育ニ

ーズに対応しました。                 （冊子発行：８月、2000部）                       
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８ 元気に育て！子育ち子育て応援事業 Ｒ７予算額 Ｒ７決算額 

こども家庭支援課 ９１９千円 ６８０千円 

「子育てに優しいまち泉区」を目指して、地域の子育て支援の事業への利用促進及び活動の

充実を図ることにより、泉区での子育ち、子育てを応援しました。また、学校等に悩みを抱え

ている児童生徒とその保護者の支援及び、不登校児童生徒を支援している事業者の活動を支援

しました。 

 

(1) お出かけ応援シールラリー（７７２）≪５７６≫ 

泉区内に設置されている、「親子が遊びや交流を経験し、子育て相談や子育て情報等を得

ることができる施設」の認知度向上と、実際にその会場に足を運ぶきっかけ作りを目的と

して、４か月児健診を受診した乳児及びその養育者を対象に、地域で子育て支援を実施し

ている会場を巡るシールラリーを実施しました。                 

 

(2) 不登校・ひきこもり事業者活動支援事業（１４７）≪１０４≫ 

ア 講演会等の開催 

不登校児童生徒とその保護者等悩みを抱えている方々に向けて、社会的自立のきっかけ 

につながることを目的とした講演会を開催しました。             （12月 15日） 

  イ 連絡会の開催 

不登校児童生徒を支援している事業者・団体や学校関係者・関係機関等との連携強化や

居場所等の充実を図るため意見交換会等連絡会を開催しました。        （年３回） 

 

  

○ 不登校児童生徒支援【教育委員会事務局事業】 

（１，０８８，７７６＜全市＞）≪１，０６４，９１９≫ 

不登校児童生徒の居場所について、公民連携（業務委託）による教育支援センター

としてハートフル西部（令和５年 10月）を開設しました。令和６年４月からは、泉区

内（最寄り駅：相鉄線いずみ野駅）に、常設の拠点が開設されました。 
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○ 生活保護事業【健康福祉局区配】（２，７３８，７４８）≪２，６８６，８０９≫ 

生活保護法に基づいた、被保護者に対する生活保護費の支給を行いました。 

  （2,333世帯 2,937人） 

○ 生活困窮者自立支援事業【健康福祉局区配】（８，８３５）≪１，８４４≫ 

生活困窮者自立支援法に基づき、生活保護に至る前の段階から自立に向けた包括的な相談

支援を実施しました。                      （延相談者：630人） 

○ 寄り添い型生活・学習支援事業【こども青少年局・健康福祉局区配】 

                        （３２，１３９）≪２９，４７８≫ 

生活保護世帯及び経済的困窮状態にある世帯の小中学生に対する生活・学習支援を実施し

ました。また、高校に行っていない子どもを含めた高校生世代に対し、将来の選択肢の幅を

広げるための居場所の提供や講座の開催等の支援を実施しました。 

 

・生活支援事業：小中学生を対象に、区内１か所で実施     

             利用者１人あたり週２回 

利用登録者 14人、延利用者 676人 

・学習支援事業：高校進学を希望する中学生及び高校生世代を対象に、区内２か所で実施 

利用者１人あたり週２回 

利用登録者 38人、延利用者 1,192 人 

 

○ 就労困難な若者の社会参加促進事業【健康福祉局区配】（９０７）≪９０８≫ 

不登校やひきこもり等の経験をもつ就労困難な生活保護受給中の若者及び生活困窮の若者

を対象に、区役所において対面での相談・電話相談・訪問等による個別相談を行い、社会的自

立に向けた意欲や自信の向上、就労に向けた社会参加の促進を目指しました。 

（利用者 21人、延個別相談回数 135 回） 



 
令和７年度 泉区個性ある区づくり推進費 事業実績 

（予算額（千円））《決算額（千円）》 

 

   

施策● □□□□□□□□（▲事業） 

予算額（○○,○○○）決算額≪○○，○○○≫ 

１ □□□□□□□□事業 重点 Ｒ７予算額 Ｒ７決算額 

～～～～課 ○，○○○ ○，○○○ 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

 

(1) □□□□□□□□ 拡充（○，○○○）≪○，○○○≫ 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～         （～～～：○月○日） 

 

 

(2) □□□□□□□□（○，○○○）≪○，○○○≫ 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   （○回、○○○人参加） 

 

 

各取組の予算額 

各施策の予算額 

各取組項目 

統合事業 

○ □□□□□事業【統合事業費】（○．○○○）≪○，○○○≫ 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～              （○月） 

 

各取組の決算額 

凡 例 

各事業の予算額 

○ □□□□□事業【～～～局区配】（○．○○○）≪○，○○○≫ 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

 

区配または局事業 
泉区予算額または全市予算額 

泉区決算額または全市決算額 

各施策の決算額 
① 

各事業の決算額 

② 自主企画事業名 

実績 
④ 

③ 

４つの施策ごとに記載 
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令和８年度泉区予算総括表

（単位:千円）

１　区分別総括表

令和８年度（Ａ） 令和７年度（B）
差引額

（Ａ）-（Ｂ）
備  考

549
(0.57%)

△ 30
(△0.08%)

21,315
(3.14%)

21,834
(2.68%)

２　内訳
（１）自主企画事業費

令和８年度（Ａ） 令和７年度（B）
差引額

（Ａ）-（Ｂ）
主な事業

2,482
(9.20%)

603
(2.71%)

△ 1,516
(△5.68%)

△ 1,020
(△4.96%)

549
(0.57%)

（２）統合事務事業費

令和８年度（Ａ） 令和７年度（B）
差引額

（Ａ）-（Ｂ）
備  考

△ 232
(△1.04%)

202
(1.21%)

△ 30
(△0.08%)

（３）区庁舎・区民利用施設管理費

令和８年度（Ａ） 令和７年度（B）
差引額

（Ａ）-（Ｂ）
備  考

△ 1,030
(△0.58%)

1,970
(4.69%)
6,902

(4.10%)
△ 471

(△4.54%)
3,128

(2.71%)
1,659

(3.95%)
2,592

(3.65%)
9,617

(23.76%)
△ 12

(△1.02%)
△ 3,040

(△30.71%)

21,315
(3.14%)

区庁舎・区民利用施設管理費 700,830 679,515

計 836,876 815,042

自主企画事業費 97,092 96,543

統合事務事業費 38,954 38,984

　施　策

施策１　にぎわいの創出と発信に
よる魅力づくり

29,473 26,991
・定住・転入促進事業 【重点】
・まちづくり推進事業
・区制40周年記念事業 【重点】

施策２　区民の皆様とともに育む
　持続可能な地域づくり

22,874 22,271
・地域力支援事業 【重点】
・自治会町内会振興事業
・脱炭素化推進事業

施策３　安全・安心のまちづくり 25,180 26,696
・防災対策事業 【重点】
・防犯対策推進事業
・交通安全対策推進事業

施策４　あらゆる世代がいきいきと
暮らせるつながりづくり

19,565 20,585
・泉わくわくプラン推進事業 【重点】
・泉区地域包括ケア推進事業 【重点】
・妊娠期から子育て期まで切れ目のない支援充実事業 【重点】

１　統合事務費 22,081 22,313 生活保護や戸籍・住民登録等に係る事務費

２　統合事業費 16,873 16,671 広報よこはま泉区版の発行や市民相談、各種委員の活動費

計 97,092 96,543

区　分

計 38,954 38,984

区　分

　　区庁舎、土木事務所 177,838 178,868

ログハウス 9,894 10,365 こどもログハウス

　　区民文化センター 118,519 115,391

　　公会堂 44,008 42,038

　　地区センター等 175,301 168,399 地区センター、集会所

スポーツセンター 50,086 40,469

　　広場・遊び場 1,164 1,176 子供の遊び場、町のはらっぱ、スポーツ広場

　　老人福祉センター 43,649 41,990

コミュニティハウス 73,511 70,919

　　区庁舎・区民利用施設修繕費 6,860 9,900

計 700,830 679,515

 1
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令和８年度 泉区個性ある区づくり推進費 執行状況 

（予算額（千円））  

 

  

施策１ にぎわいの創出と発信による魅力づくり（７事業） 

予算額：２９,４７３千円（Ｒ７年度：２６,９９１千円） 

１ 定住・転入促進事業 重点  Ｒ８予算額 Ｒ７予算額 

区政推進課 ６，４７２千円 ８，１７８千円 

子育て世代をはじめとする泉区内外の多くの人に｢住み続けたい｣｢住みたい｣と感じてもらう 

ため、区民をはじめとする多様な主体とともに、居住地として選ばれる魅力づくりと泉区の暮 

らしやすさの情報発信を進めます。また、区内の大型商業施設「ゆめが丘ソラトス」を活用し

たイベントを実施するとともに、区制 40周年という節目を迎えた泉区をさらに盛り上げるた

め、様々な企画を展開します。 

 

(1) 魅力発信プロモーション（２，５２０） 

交通アクセスや子育て環境、水と緑に恵まれた生活環境等の泉区の魅力を効果的にＰＲ 

するため、特設ＰＲサイト「いずみくらし」やＳＮＳ広告、いずみくらし冊子等、様々な 

媒体を活用して発信します。 

（市庁舎イベント「わくわく！こどもイベント」出展：10月 17日、18日） 

 

(2) 多様な主体との協働による魅力創出プロモーション（３，０５２） 

泉区内外の多くの方々に泉区に愛着と関心を持ってもらうため、区民をはじめとする多様 

な主体とともに泉区の魅力を発信します。 

ア 区民等の地域ライターが多様な視点で泉区を取材し、地域の魅力を特設ＰＲサイト

「いずみくらし」で発信します。区制 40周年記念として、様々な分野で活躍されている

方々へのインタビュー企画を実施します。          （記事掲載：７月～） 

イ 「泉区ファン」同士のネットワークの強化を図る取組を引き続き実施し、泉区に関わ 

る多様な主体が連携して相乗効果を発揮する情報発信を図ります。 

ウ 子どもに人気がある、泉区マスコットキャラクター「いっずん」のグッズを販売し、 

泉区への愛着心向上を図ります。     （新規グッズ（ハンドタオル）販売：８月） 

 

(3) 魅力体感プロモーション～ゆめが丘発～（９００） 

泉区内外の多くの方に泉区の魅力を知ってもらうため、「ゆめが丘ソラトス」を活用し、

泉区の魅力を発信・体感する各種イベントを企画します。 

（ソラトス盆踊り 2026：８月９日～８月 11日） 

（いっずん交流イベント：８月 20日） 
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２ いずみ文化振興事業  Ｒ８予算額 Ｒ７予算額 

地域振興課 ３，４４６千円 ３，４４６千円 

泉区の文化振興を図るため、区内の文化団体による作品等の創作、展示、発表の活動を支援

するとともに、泉区における伝統文化の保存・普及・継承の取組を推進します。 

 

(1) 文化振興事業（３４６） 

ア 泉つるし飾り展 

区民手作りのつるし飾りを、区民ホールに展示します。（２月） 

イ 区内文化団体の展示・発表支援 

区内文化団体が区民ホール等で実施する作品展示や音楽などの発表を支援します。 

 

(2) いずみ伝統文化保存事業（３，１００） 

泉区の伝統文化である「横浜いずみ歌舞伎」「太鼓・お囃子」「相模凧」の保存・普及・

継承を図る泉伝統文化保存会の活動を支援します。  

また、区の魅力発信及び当該事業の周知を目的として、主に横浜いずみ歌舞伎公演の開

催時期等に併せて交通機関や商業施設において広報を展開します。 

       いずみ相模凧揚げ会：５月５日 

太鼓・お囃子フェスティバル：６月 21日 

横浜いずみ歌舞伎公演：10月 17日、18日 

横浜いずみ歌舞伎衣装・小道具展：10月５日～８日 

 

３ 農を生かしたまちづくり事業  Ｒ８予算額 Ｒ７予算額 

区政推進課 １，２９０千円 １，６１０千円 

泉区の重要な資源である農について、様々なコンテンツを通じて普及啓発を行うことで、区 

内外の多くの人に魅力を発信し、農への理解を深めます。 

 

(1) 農を生かしたまちづくり事業（１，２９０） 

直売所・収穫体験農園マップの改訂・発行により、区内農家や地産地消に関する情報を

発信します。また、援農団体と連携した講座や地産地消マルシェ等のイベントをとおし

て、区民等が農に触れ、身近に感じられる機会を創出します。 

「親子でわくわくげんきまつり」プチマルシェブース出店：６月７日  

「農講座」開催：７月 12日 

「いずみバスツアー」開催：９月１日、４日、５日 

「いずみマルシェ」開催：12月 

「泉味自慢」改訂版発行：12月 

 

 

 

 

 

○ 援農コーディネーター支援事業【みどり環境局事業】（１００） 

労働力が不足している農家と、農家への手伝いを希望している市民を結びつける、援農

団体の活動を支援します。 
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４ 水・緑・みち魅力づくり支援事業  Ｒ８予算額 Ｒ７予算額 

泉土木事務所、区政推進課 １，８０２千円 １，８５７千円 

泉区の歴史と文化を育んできた河川や緑の自然環境を地域資源として活用し、地域団体等と

連携しつつ、泉区の特性を生かした魅力ある地域づくりを進めます。 

 

(1) 愛護会活動支援（１，０２２） 

和泉川や立場駅前広場等で活動する団体に花苗等の提供や熱中症対策支援を行うととも

に、各団体の活動をＰＲし、持続可能となる活動を支援します。 

和泉川・阿久和川等における花苗提供(水辺愛護会)：11月 

立場駅前交通広場における花苗提供(ハマロード・サポーター)：５月 29日、11月、３月 

                 

 

 

 

 

(2) 愛護会交流支援（６０５） 

公園愛護会、水辺愛護会、ハマロード・サポーター相互の交流を促進するため、視察会

や交流会を実施し、活動意欲の向上を図るとともに、新たな担い手確保につなげます。 

 視察会：10月 

                      交流会：２月 

 

(3) 緑環境保全活動支援（１７５） 

地域資源のひとつである貴重な緑環境を守る活動を支援します。                   

  

○ 身近に農を感じる地産地消の推進事業【みどり環境局区配】（６００） 

地産地消のＰＲや情報発信を通じて、市民が地産地消を身近に感じられる取組を推進

します。 

 

 

 

 

○ みどり保全創造事業費【みどり環境局区配】（１，４００） 

横浜みどりアップ計画の一環として、公園愛護会やハマロード・サポーターが行う公園・

駅前広場における花壇整備を支援します。 

 

○ 保育園・幼稚園・小中学校での緑の創出・育成事業【みどり環境局区配】（２６６） 

横浜みどりアップ計画の一環として、小学校外壁の緑化維持管理を行います。 
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５ まちづくり推進事業 拡充 Ｒ８予算額 Ｒ７予算額 

区政推進課 ７，１１３千円 ６，５１０千円 

まちづくりに係る企画調整、深谷通信所跡地中央広場等の施設の維持管理を通じて、便利で

快適に暮らせるまちづくりの推進に取り組みます。 

また、深谷通信所跡地の都市計画手続が着実に進むよう、関係局と連携して取り組みます。 

(1) 深谷通信所跡地等活用事業（６，４３８）

深谷通信所跡地内の一部区域を区民が利用できる広場として開放するため、日常的な管

理運営及び定期的な草刈りを行います。また、広場活用及び跡地利用計画をＰＲするため

のイベント等の取組を実施します。  

（イベント：11 月 28 日 ※イベントは令和８年度をもって終了予定）

(2) 企画調整・まちづくり推進事業（６７５）拡充

都市計画マスタープランの区プラン改定に向けた検討を行います。

また、泉区深谷通信所返還対策協議会の運営を支援します。

 深谷通信所跡地利用基本計画に基づき、公園、公園型墓園、道路の令和９年頃の都市計

画決定に向け、都市計画審議会等の都市計画手続や、環境影響評価書作成等の環境影響評

価手続を進めます。 

○ 跡地利用推進事業【都市整備局事業】（５,９００）

跡地利用に関する全体調整を行うとともに、暫定利用期間中の本市管理区域の維持管

理を行います。 

○ 深谷通信所跡地利用関連道路計画検討事業【道路・交通政策局事業】（２０,０００）

外周道路や、外周道路と環状３号線・環状４号線を結ぶ連絡道路の整備に関する検討、 

手続等を進めます。 

○ 大規模施設跡地等墓地整備事業【健康福祉局事業】（３０,０００）

深谷通信所跡地での公園型墓園の整備に関する検討、手続等を進めます。

○ 米軍施設跡地の公園の事業推進【みどり環境局事業】（６８,０００）

深谷通信所跡地での公園整備に関する検討、手続等を進めます。
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６ 広報事業 Ｒ８予算額 Ｒ７予算額 

区政推進課 ３，８５０千円 ４，３９０千円 

「伝わる」広報を実践し、区民の行動変容につなげるため、ホームページや定期刊行物、 

ＳＮＳ、地域メディア等の各種媒体を効果的に活用し、区民に行政情報や地域・生活情報、 

区の魅力等を適時的確に情報発信します。 

(1) 泉区生活・防災マップ作成事業（１，１２０）

区内の町区域や各種施設などを網羅した生活地図と地域防災拠点などの防災地図をまと

めた「生活・防災マップ」を作成・発行します。 （３月） 

(2) 泉区生活便利帳作成事業（５２０）

区民に必要な生活情報をまとめた「泉区生活便利帳」を改訂し発行します。 （３月）

(3) 泉区広報戦略事業（２，２１０）

区民の必要とする情報を戦略的に情報発信します。地域メディアとの連携や「＃住む

なら泉区」ロゴマークの普及などを進めます。 

また、ホームページやＳＮＳ活用を通じて区の取組に関する情報を発信します。 

併せて、区制 40 周年に関する広報も積極的に展開します。 

７ 区制 40周年記念事業 重点 拡充 Ｒ８予算額 Ｒ７予算額 

区政推進課 ５，５００千円 １，０００千円 

区民の泉区に対する関心や愛着を高める取組を実施・検討し、地域の絆の深化やにぎわいの

創出を行います。 

(1) 区制 40周年記念事業（５，５００）拡充

地域団体等の皆様で構成された、泉区制 40周年記念事業実行委員会において実施する

記念事業に対し助成を行います。記念事業は、式典の開催や記念誌の発行など、部会形式

で実行委員会と区が連携して検討し、地域への愛着を深める契機とします。 

（記念式典：11月３日） 

○ 広報よこはま発行事業【統合事業費】（８，０９１）

「広報よこはま泉区版」を、市版との一体感を保ちながら、編集・発行し、全世帯配布に

取り組みます。



コラム① 区制40周年記念事業の取組

泉区制40周年記念事業実行委員会が主催する記念事業や、地域・ 

団体・企業の皆様が主催する関連事業等、区制４０周年を記念した取組

が数多く行われています。また、記念式典をはじめ、区制40周年を迎え

る１１月実施予定のイベントについても準備が進められています。 

１ 実行委員会の取組 

(1) 泉区制40周年記念式典

11月3日（火・祝）に泉区制40周年を祝い、地域の絆を深める式典を行います。第一部で

は、区政功労者やぬりえコンテストなどの表彰を、第二部では書道パフォーマンスをはじめ

とした音楽、ダンス、研究発表などのステージイベントを行います。 

(2) ミニB-PARK

11月14日（土）に、ゆめが丘ソラトスで、横浜DeNAベイスターズと連携した野球体験

イベント「ミニB-PARK」を実施します。

（3） 深谷通信所跡地中央広場活用イベント

11月２８日（土）に実施する深谷通信所跡地のイベントに合わせ、小学生を対象に熱気球

の係留飛行体験を実施します。 

(４) 広報物品の作成配布

機運醸成のため、記念ロゴマークを

あしらった横断幕、のぼり旗及びステ

ッカーを作成しています。 

鉄道駅や協賛団体に配布し、区内各 

所で周知を行っています。 

２ 関連事業 

  地域、団体、企業の皆様が主催するイベントについても、「泉区制40周年」の冠を付して 

実施することで、周年の盛り上げにご協力い 

ただいております。冠付け事業の実施時は、 

横断幕やのぼり旗等を掲示しています。 

(1) 地域・団体・企業等事業

49件（令和８年8月時点）

(2) 区役所事業

22件（令和８年8月時点）

３ 区での取組 
(1) いっずんの幼稚園・保育園訪問（７月～８月）

40 周年を記念して「いっずん」が区内 14 の幼稚園・保育園を

訪問し、子どもたちとの交流イベントを実施しました。 

（2） 子どもアドベンチャー（８月19日）

小学生を対象に、環境について学び、泉区の未来のまちづくりに

ついてディスカッションを行う体験イベントを実施しました。 

（３） その他予定事業

ア ローカルライターによるリレートーク記事作成（７月から作成開始）

イ 泉区制40周年記念切手作成・発行（10月）

ウ 記念植樹（10月～12月）

エ 記念マンホール蓋設置（11月）  他

泉区制 40 周年 

記念ロゴマーク 

▲区役所事業

親子 de わくわく！げんきまつり

▲地域・団体・企業等事業

泉区 太鼓・お囃子フェスティバル

▲横断幕の掲示（弥生台駅） ▲のぼり旗の掲示（中田駅） 

▲いっずんの幼稚園・保育園訪問

▲子どもアドベンチャー

7 
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○ 横浜市民の読書活動推進事業【教育委員会事務局区配】 （１００） 

第三次泉区読書活動推進目標に基づき、図書館、学校、区内読書関連施設及び区役所間の連

携を図りながら、読書に親しむきっかけづくりを推進します。 

 

○ 持続可能な住宅地推進プロジェクト【建築局事業】（４,６００） 

市民や企業等と協働・連携し、相鉄いずみ野線各駅で、魅力的な地域資源をいかしたまち 

づくりを進めます。 

○ GREEN×EXPO 推進事業【脱炭素・GREEN×EXPO 推進局区配】（５，０００） 

横浜グリーンエクスポへの参加等につなげるため、引き続き広報ＰＲ・機運醸成に向け

た取組を進めます。 

○ 横浜市みんなのおでかけ交通事業【道路・交通政策局事業】（３３９,９００＜全市＞） 

新たな地域公共交通「おでかけシャトル」の導入に向けて、面積の大きな交通空白地を

中心に、地域の取組意向の確認やデータ等を活用した運行計画案の提案など、プッシュ型

支援を実施します。また、運行に必要となる経費の一部を市が補助します。 

○ ガーデンシティ横浜の推進（各区連携）【みどり環境局】（１，０００） 

  横浜みどりアップ計画の一環として、花壇の設置、地域やイベントとの連携により、区民

が花や緑に親しむ機会を増やす取組を行います。 
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施策２ 区民の皆様とともに育む持続可能な地域づくり（10 事業） 

予算額：２２，８７４千円（Ｒ７年度：２２，２７１千円） 

１ 地域力支援事業 重点 拡充 Ｒ８予算額 Ｒ７予算額 

地域振興課、福祉保健課 ４，７００千円 ５，４７１千円 

持続可能な地域活動が行われるよう、活動の基盤となる地域活動団体への支援とともに、担

い手不足、担い手の固定化の解消に向け、現役世代を含めた様々な世代の地域活動参加を促進

することが求められています。そこで、身近な地域の課題解決や魅力向上に取り組む団体を支

援するとともに、地域支援に携わる職員のスキルアップを図ります。 

 

(1) 新たな担い手の発掘（１，６１９）拡充 

小中学生の頃から地域活動に興味・関心をもって参加してもらえるよう、子どもと地

域・活動団体をつなぐボランティア制度「泉わくわく応援隊」を実施し、地域活動の活性

化や多世代の交流につなげます。  （活動回数：９回、参加人数：40人（６月末時点）） 

また、自治会町内会等を対象に、他自治会等の取組の好事例紹介等を通じて地域活動の

担い手確保に向けた心構え等を学ぶ講座を実施します。講座では横浜地域活動・ボランテ

ィア情報サイト「よこむすび」の登録勧奨や普及啓発を行い、利用促進に努めます。な

お、「よこむすび」の活用にあたっては区民活動支援センターが支援します。 

（講座実施回数：３回） 

 

(2) 地域活動コーディネーター等派遣（１８０） 

地域の課題解決に向けた取組を支援するため、各地区へコーディネーター等の派遣を行

います。 

 

(3) 地域支援担当職員育成（２７０） 

異動等により新たに着任した職員に対し地域支援の基本を学ぶ研修を実施することに加

え、地域支援に従事する職員のスキルアップを図る研修などを併せて実施します。 

 

 

 

 

(4) 地域課題解決支援事業補助金（いっずんサポート補助金）（１,９９５） 

泉区内を中心に活動する地域活動団体が実施する地域の課題解決や活性化につながる取

組を支援するため、補助金を交付します。 

継続案件の申請受付：５月１日～５月 29日 

交付申請７件、交付決定７件 

新規案件の申請受付：７月１日～８月７日 

 

(5) 地域力支援事務費（６３６） 

地域力支援事業の推進に係る消耗品の購入等を行います。 

  

地域支援研修（転入責任職向け）：４月 15日 

地域支援研修（転入職員向け）：５月 21日、26日 

地域支援研修（中級編）：10月～11月 
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２ 商店街振興支援事業  Ｒ８予算額 Ｒ７予算額 

地域振興課 １，９４１千円 １，７１３千円 

区内商店街の振興や賑わいづくりを支援し、商店街活性化に向けた取組を展開します。 

 

(1) 商店街振興・賑わいづくり事業（１，９４１） 

商店街との意見交換会などを通じ、賑わいづくりに向けたイベントやプロモーションの

取組を行います。商店街の認知度を高め、活性化へつなげるイベントとして、泉区商店街

連合会加盟の飲食店による、「いっずんカレー」及び「商店街応援ありがとうスタンプラリ

ー」等を行います。また、商店街全体で区制 40周年を盛り上げる取組を行います。 

いっずんカレー：７月～８月（21店舗参加） 

商店街応援ありがとうスタンプラリー：２月 

 

３ 多文化共生推進事業  Ｒ８予算額 Ｒ７予算額 

地域振興課 １，３６８千円 １，３８８千円 

多様な文化を背景に持つ区民がお互いを尊重し、外国籍等区民が地域の構成員として地域活

動に参加しながら協働の地域づくりを進めることができるよう支援します。 

 

(1）多文化共生のまちづくり推進事業（１,３６８） 

ア 日本語に不慣れな外国籍等区民を対象に、日本語や日本の生活習慣を学ぶことで地域住

民とコミュニケーションが図れることを目指した日本語教室を開催します。        

第Ⅰ期：５月 21日～８月６日 毎週木曜日(12回) 

第Ⅱ期：10月 1日～12月 17日 毎週木曜日(12回) 

イ 多くの外国籍等区民が暮らすいちょう団地において、多言語による日常生活等に係る 

情報提供等を支援するほか、地域住民が多文化交流を目的に開催する交流会や懇談会を

支援します。                              

ウ 外国籍等区民の身近な相談窓口であるいずみ多文化共生コーナーを運営し、多言語の生 

活情報紙「泉区リビングガイド」の活用や「多文化共生レター」を発行します。 

（多文化共生レターの発行：年２回） 
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４ 区民活動支援センター事業  Ｒ８予算額 Ｒ７予算額 

地域振興課 １，１９０千円 １，１９２千円 

地域が抱える課題が多様化、複雑化しているなか、地域が主体的に課題解決に取り組めるよ

う、区民活動支援センターを運営し、地域活動に関する情報提供や相談対応を行います。また、

地域活動及び生涯学習のきっかけづくりや地域の担い手を育成する講座等を企画・実施し、地

域が主体となって行う地域課題の解決や魅力ある地域づくりを支援します。 

 

(1) 区民活動支援センター運営事業（１，１９０） 

ア 区民活動に関する相談窓口として区民活動支援センターを運営し、相談対応や情報提

供を行います。また、区民活動支援センターの認知度を高めるため、広報紙「センター

だより」を発行します。               (年３回発行 １回目：６月） 

イ 区民利用施設ネットワーク会議の開催や地域ケアプラザ及び区福祉社会協議会との連

携を強化し、自主企画事業の事例や企画立案に向けた課題等の情報共有を行います。 

区民利用施設ネットワーク会議：６月９日(１回目) 

９月 16日(２回目) 

２月(３回目) 

ウ 自分の知識や経験を地域に役立てたいと考えている人材と地域をつなげるため、ボラ 

ンティア講師やパフォーマー及びサークル・団体を登録する「泉区人財バンク」の登録 

及び利用を促進します。また人財バンク登録者による講座や活動を紹介するイベントを

開催し、人財バンク登録者の活動を支援します。 

（講師サポート講座：10月１日・10月 7日、体験・ＰＲ展：３月） 

エ 区民の生涯学習へのきっかけづくりとなるような学びの支援となる講座を実施します。             

(生涯学習講座：８月４日(１回目)、１月(２回目)) 

オ 地域や区民活動団体等が抱える課題の解決及び地域づくりの推進に必要となるノウハ

ウ等の習得やスキルアップを支援するための講座を実施します。また、地域活動・ボラ

ンティア情報サイト「よこむすび」への登録に関する相談支援を行い、地域活動団体の

情報発信をサポートします。 

地域活動支援講座：７月 16日(１回目) 

11月７日、11月 10日(２回目) 

２月(３回目)  

よこむすび登録説明会：７月８日 
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５ 自治会町内会振興事業  Ｒ８予算額 Ｒ７予算額 

地域振興課 ３，４２８千円 ３，１８６千円 

住みよいまちづくりに貢献している自治会町内会活動を振興するため、行政情報等の提供を

進めます。また、自治会町内会長や役員に対する表彰等を行い、敬意と感謝の意を表するとと

もに、自治会町内会の掲示板やホームページを活用した情報発信の取組を支援します。 

 

(1) 自治会町内会交流推進事業（２，８９８） 

掲示物などの行政情報等を自治会町内会へ送付します。 

地域活動に貢献された自治会町内会長に対して表彰等を行いました。 

また、自治会町内会の役員に感謝状を贈呈します。 

連合自治会町内会役員等永年在職者表彰：４月～５月（９連合 44名） 

自治会町内会長永年在職者表彰：３月 

 

(2) 自治会町内会掲示板整備補助事業（３００） 

自治会町内会の掲示板の新設・補修等の整備工事費の一部を補助します。 

 

(3) 自治会町内会ＩＣＴ活用支援事業（２３０） 

自治会町内会がホームページを作成する上での諸問題の解決に向けた支援を行います。 

また、自治会町内会でのＩＣＴ活用促進に向けて、身近な活用事例の発信を庁内で連携し 

て実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○ 地域活動推進費補助金交付事業【市民局区配】（５２，０６０） 

自治会町内会、地区連合自治会町内会等が実施する環境美化、防災・防犯活動等の公益

的活動に対する経費の一部を補助します。 

○ 自治会町内会館整備費補助事業【市民局区配】（４，６５０） 

自治会町内会館の新築や増改築、耐震補強工事、修繕等に対する経費の一部を補助し、

事務手続きなどを支援します。 

                
○ 自治会町内会館脱炭素化推進補助金【市民局区配】（１，７７６） 

脱炭素社会の実現に向け、自治会町内会館への省エネ設備導入費用の一部を補助しま 

す。 
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６ 区民スポーツ振興事業  Ｒ８予算額 Ｒ７予算額 

地域振興課 １，７８２千円 １，８０８千円 

区民の健康志向の高まりに併せて、スポーツの振興を図るため、地域のスポーツ振興団体や

スポーツ大会、教室を実施する団体を支援します。また、地域資源を活用したスポーツ振興 

イベントを開催し、区民がスポーツに取り組むきっかけになる事業を実施します。 

 

(1) スポーツ振興団体支援事業（１，２０４） 

泉区スポーツ協会が行っている各種スポーツ大会や教室等への支援を行い、泉スポーツ 

センターと連携しながら、地域スポーツの運営を強化します。併せて、地域の担い手団体

に対し、安全管理の意識向上のため講習会を開催します。 

 

(2) 地域資源を活用したスポーツ振興啓発事業（５７８） 

   スポーツに親しむきっかけづくりの一環として、区民参加型のスポーツイベントを開催し

ます。   （深谷通信所跡地中央広場活用イベントにスポーツブースを出展：11月 28日） 

 

 

 

７ ごみ減量化推進事業  Ｒ８予算額 Ｒ７予算額 

地域振興課 ２，８９１千円 ２，９５９千円 

次の世代へ良質な都市環境や地球環境を引き継ぐために、区民や事業者、多様な団体との協

働により、脱炭素社会の実現に向けた施策を盛り込んだ「ヨコハマ プラ 5.3 計画」の取組を推

進します。  

併せて、清潔できれいな街ヨコハマを実現するため、地域の清掃活動の支援等を行います。 

 

(1) ごみ減量化活動支援事業（２，８９１） 

ア 地域が主体となって取り組むごみの減量化推進や集積場所周辺の環境美化等の活動に

対する補助金を、連合自治会町内会（12 地区）に交付します。 

イ 「ヨコハマ プラ 5.3計画」の推進に向け、啓発物品等の作成・配布、食品ロス対策イベ

ントの開催、土壌混合法の普及、大学と協働した取組等の啓発活動を進めていきます。 

（食品ロス対策イベント：10月～12月） 

ウ 自治会・町内会、地域団体、小学校・保育園等を対象に、出前講座や地域イベント等を

通して脱炭素社会の実現やＳＤＧｓの達成に向けた具体的な行動の変容につながる普及・

啓発を進めます。 

エ 清潔できれいな街の実現に向け、クリーンアップキャンペーンを実施します。 

（キャンペーン：７月 17日～９月 15日） 

オ きれいな街づくり、「ヨコハマ プラ 5.3計画」の推進、緑化の推進に功労のあった個人

及び団体を表彰しました。                   （表彰：５月 27日） 

 

 

 

 

○ クリーンタウン横浜事業【統合事業費】（８６２）（年 96日／７月末時点：23日実施） 

清潔できれいな街ヨコハマの実現に向け、美化推進重点地区において、定期清掃及び

啓発活動を実施します。 

 

○ スポーツ推進委員支援事業【統合事業費】（１，７１３） 

市委嘱のスポーツ推進委員が行うスポーツ振興や啓発事業の活動を支援します。 
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８ 脱炭素化推進事業 拡充 Ｒ８予算額 Ｒ７予算額 

区政推進課 １,６０１千円 １,４３１千円 

身近な脱炭素化行動に対する区民の理解を深め、実践してもらうことを目的に、子ども向け

ワークショップやエコチャレンジ、環境教育講座の実施、区内大学との協働による脱炭素化行

動の普及啓発に取り組み、区民の理解促進を図ります。 

横浜グリーンエクスポの開催を契機とし、さらなる普及啓発を行っていきます。 
 

(1)  脱炭素化理解促進事業（１，４０１）拡充 

子どもを主なターゲットとし、親世代を含む多世代の区民を巻き込みながら啓発を進めま

す。民間企業と連携した子ども向けワークショップや環境教育講座、「泉区サマーＥＣＯチ

ャレンジ 2026」等の企画を実施します。 

泉区環境教育講座：８月 15日、12月 19日  

泉区サマーＥＣＯチャレンジ：７月 18日～８月 31日 

子どもアドベンチャー：８月 19日 

 

(2) 区内大学との協働による脱炭素化行動啓発事業（２００） 

区内大学との協働により、学生が主体的に発案する子ども向けワークショップなどの企画

実施や、学生ならではの発信に取り組み、区民の行動変容に向けた普及啓発を実施します。 

令和８年度は横浜グリーンエクスポ出展企業へのインタビュー内容をパネルで泉区民ふ

れあいまつりにて発信する取組を実施します。 

 

９ 窓口案内ボランティア事業  Ｒ８予算額 Ｒ７予算額 

区政推進課 １２３千円 １２３千円 

公募の区民ボランティアが区庁舎正面玄関で来庁者に挨拶や案内をすることにより、親しみ 

やすい区役所をつくります。また、区民視点から窓口応対や行政サービスについてのご意見、 

ご提案を伺い、区役所の業務改善につなげていきます。 
 

(1) 窓口案内ボランティア事業（１２３） 

窓口案内に加え、ボランティアと区職員による意見交換の場として定例会議を実施しま

す。                             （定例会議：年２回） 
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１０ 泉区民ふれあいまつり支援事業  Ｒ８予算額 Ｒ７予算額 

地域振興課 ３，８５０千円 ３，０００千円 

 泉区に対するふるさと意識、区民の連帯意識を醸成するため、泉区民ふれあいまつりの開催 

を支援します。泉区制 40周年についてもＰＲするなどの連携を通じて、さらに、地域のにぎ

わい創出を図ります。 
 

(1) 泉区民ふれあいまつり支援事業（３，８５０） 

泉区民ふれあいまつりを実施する泉区民ふれあいまつり実行委員会の活動を支援します。 

                                 （11月３日） 

 
 

  
○ 学校・家庭・地域連携事業【統合事業費】（１，２２２） 

学校、家庭と自治会町内会等地域が中学校区単位で連携し、吹奏楽部やマーチングバンド

の地域イベントでの演奏や地域の美化活動等の実施を通じて、青少年を育成する活動を支援

します。 

 

○ 青少年指導員事業【統合事業費】（３，１８７） 

青少年の健全育成促進のため、泉区青少年指導員協議会の活動を支援します。 

全員研修会：６月７日 

青少年フェスティバル：２月 28日 
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施策３ 安全・安心のまちづくり（７事業） 

予算額：２５，１８０千円（Ｒ７年度：２６，６９６千円） 

１ 防災対策事業 重点 Ｒ８予算額 Ｒ７予算額 

総務課、福祉保健課、生活衛生課 ６，２５３千円 ６，１６１千円 

区役所と地域や関係機関との連携を強化し、震災や風水害の対策に一層取り組みます。地域

における自助・共助の取組を推進し、公助の取組と機能的につなげ、区内の災害対応力の向上

を図ります。 

 

(1) 地域防災力強化事業（２，９５１） 

各種広報媒体を活用した情報発信やイベント実施等を通じて、区民の自助・共助の意識

醸成と地域防災活動の担い手の確保・育成を図るとともに、研修の実施や防災に関する専

門家（地域防災アドバイザー）の派遣等を通じて、町の防災組織の活動を活性化し、地域

防災力の向上を図ります。 

ア 各種広報媒体を活用し、防災に関する情報を発信します。また、区民の防災意識向上

のため、外部講師による防災講演会を開催します。      （防災講演会：３月） 

イ 防災フェア（深谷通信所跡地中央広場活用イベント）や、各家庭で防災・減災行動に

取り組む防災チャレンジ、小学生を対象とした防災出前講座の実施等により、若い世代

の防災意識の向上、地域防災活動の担い手の確保・育成につなげます。 

                          防災チャレンジ：８月～11月 

防災フェア：11月 28日 

小学生を対象とした防災出前講座：１校 

ウ 地域の防災活動が円滑かつ効果的に取り組めるよう、町の防災組織等を対象とした研

修を実施します。また、防災に関する専門家（地域防災アドバイザー）を地域に派遣

し、ニーズに応じた支援を行います。      （防災アドバイザー派遣：７～２月） 

エ 地域の特性や課題に応じた防災活動の取組支援を行うため、区職員による防災出前講座

や防災まち歩きを実施します。                     （６団体） 

オ 災害時要援護者名簿掲載者支援を推進するため、安否確認の取組支援、町の防災組織と

の協定締結による災害時要援護者名簿の提供、出前講座等を実施します。        

 
○ 地域の防災担い手育成事業【防災・危機管理統括本部事業】（２５,９０１＜全市＞） 

地域の防災担い手を育成し、町の防災組織を中心に自助・共助の取組を推進します。 

○  町の防災組織活動費補助金【防災・危機管理統括本部区配】（８，６６３） 

町の防災組織が行う自主防災活動に対し、補助金を交付し、地域防災体制の確立を図

ります。 

○ 災害時要援護者支援事業【健康福祉局区配】（４７９） 

災害時要援護者の安否確認や避難支援等の活動が円滑に行われるよう、地域での取組 

を支援します。 

○  身近なまちの防災施設整備事業【都市整備局事業】（６０４,３３６＜全市＞） 

地震火災の被害を抑え、共助による地域防災力の向上を図るため、自治会町内会等が

行う防災施設（まちの防災広場、まちの防災設備、まちの避難経路）の整備等に対し補

助を行います。 
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(2) 地域防災拠点機能強化事業（１，００８） 

災害時に地域防災拠点の開設・運営が円滑に行われるよう、会議や研修会を開催すると

ともに、区役所と地域防災拠点や関係機関等が連携した訓練を実施し、地域防災拠点の機

能強化を図ります。また、地域防災拠点の防災備蓄庫の資機材等を適切に維持管理しま

す。 

ア 地域防災拠点運営委員会委員に対し必要な情報提供等を行うため、地域防災拠点運営

委員会連絡協議会総会を開催しました。併せて、地域防災拠点運営等の功労者に対し表

彰を行いました。                          （６月４日） 

イ 実災害を想定し、区災害対策本部と地域防災拠点や関係機関等が連携した「泉区地域

防災拠点同時訓練」を実施します。                 （11月 15日） 

ウ 地域防災拠点運営委員会委員を対象に、地域防災拠点の開設・運営方法等についての

研修会を実施しました。                    （7月３日、４日） 

エ 地域防災拠点の参与及び動員参集する職員等を対象に、地域防災拠点の開設・運営方

法等についての研修会を実施しました。         （参与説明会：４月 15日） 

                          （職員説明会：８月３日、４日） 

オ 地域防災拠点の防災備蓄庫に保管している防災資機材の維持管理を、計画的に行いま

す。                                  

 

 

○ 家具転倒防止対策助成事業【防災・危機管理統括本部事業】（３６,２００＜全市＞） 

自ら家具転倒防止対策を講じることが困難な世帯を対象に家具転倒防止器具の取付

を無料で代行します。 

 

 ○ 木造住宅耐震事業【建築局事業】（２２９,５０３＜全市＞） 

旧耐震基準(昭和 56 年５月末以前の耐震基準)の木造住宅を対象に耐震診断の実施

や、耐震改修工事、除却工事及び防災ベッド等設置に要する費用を補助し、耐震化の

取組を促進します。 

 

○ 感震ブレーカー等設置推進事業【防災・危機管理統括本部事業】  

（１７７,５００＜全市＞） 

出火危険及び延焼拡大危険等の高い地域の住宅を中心に、大地震発生時に自動的に

住宅の電気供給を遮断する感震ブレーカー等の設置を推進することにより、出火率を

低下させ、火災被害の軽減を図ります。 

 

○ 地域防災活動奨励助成金【防災・危機管理統括本部区配】（２,６４０） 

  地域防災拠点運営委員会連絡協議会に対して、連絡協議会及び地域防災拠点運営委員

会が実施する研修・広報・訓練等の運営経費及び防災資機材の維持管理費の一部として

奨励助成金を交付します。 

○ 災害対策備蓄事業【防災・危機管理統括本部事業】（１,３２８＜全市＞） 

発災直後の市民の食料不足等に備え、市民の安全確保に関わる食料及び飲料水等を備

蓄します。また、期限を迎える食料を確認し、更新計画に則り、更新するとともに、効

率的かつ恒久的な備蓄サイクルを構築します。 
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(3) 防災体制の整備・強化事業（１，５５２） 

災害時に円滑な区災害対策本部運営を行えるよう、地域防災拠点や関係機関と連携を強

化するとともに、区災害対策本部運営訓練や研修を実施し、職員の防災意識向上を図りま

す。また、区災害対策本部の資機材等を適切に維持管理します。 

ア 防災関係機関等と連携し、災害発生時に的確な対応ができるよう、防災連絡協議会総

会を開催しました。                                      （書面開催：８月） 

イ 震災対応能力の向上を図るため、関係機関等と連携した泉区災害対策本部運営訓練を

実施します。                          （９月、１月） 

また、実災害を想定し、区災害対策本部と地域防災拠点や関係機関等が連携した「泉

区地域防災拠点同時訓練」を実施します。（再掲） 

ウ 大規模化、多発化する風水害に備え、泉土木事務所、泉警察署、泉消防署等と連携し

た風水害情報受伝達訓練を実施しました。              （６月 19日） 

また、避難場所開設・運営が円滑に行えるよう、風水害対策訓練を実施しました。 

（６月 12日） 

  エ 区職員を対象に、区防災計画等についての研修会を実施しました。 

（５月 15日、５月 22日） 

オ 区災害対策本部の運営に必要な資機材等を整備し、適切に維持管理します。              

カ 風水害時に指定緊急避難場所に避難した区民が安心して待機できるよう、指定緊急避

難場所運営資機材を維持管理します。                    

 

(4) 災害時医療調整・保健活動事業（５９２） 

災害発生時に地域防災拠点を巡回する医療救護隊及び保健活動グループの備蓄品を確保

します。また、泉区の災害時における迅速な医療体制構築のため、区内医療機関等と連携し

て連絡会議や訓練等を実施するとともに、医療救護隊の編成力強化のため参集拠点の増設を

行いました。さらに、区民に災害時の医療提供体制について周知します。 

ア 泉区災害医療連絡会議の開催                     （１月） 

イ 災害時医療のぼり旗掲出訓練、通信訓練の実施 

（のぼり旗訓練：10 月、３月。通信訓練：７月、12月） 

ウ 医療救護隊訓練                           （11月） 

エ 災害時医療に関する啓発活動                  （10月、３月） 

オ 災害時診療用の医療資器材の管理 

 

(5)  災害時ペット対策事業（１５０） 

地域防災拠点訓練や防災イベント等において、災害時の備えるべき物品や啓発パネル、新

規に作成するタペストリー等の展示、説明を行い、ペットの飼い主や地域住民の理解を深め

ます。また、令和７年度に各拠点に配布した一時飼育場所開設用キット等を用いたペット同

行避難者の具体的な受入方法や飼い主ルール作成等の説明を行い、ペット同行避難受入れ体

制の整備を支援します。                        （９月～12月） 

○ 横浜防災ライセンス事業【防災・危機管理統括本部事業】（８８８＜全市＞） 

地域防災拠点の資機材取扱いに関する実践的な講習を実施し、受講した資機材取扱 

リーダーが地域防災拠点での防災活動に参画することで、地域防災力の向上を図ります。 
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２ 防犯対策推進事業  Ｒ８予算額 Ｒ７予算額 

地域振興課 ５，７７３千円 ５，７７３千円 

地域・団体・事業者の自主防犯活動を支援するとともに、防犯に関する啓発活動や講習会等

により、区民の防犯意識の向上を図り、安全・安心な泉区を目指します。 

 

(1) 地域連携事業（８０９） 

ア 12 地区連合の防犯担当者、泉警察署、泉防犯協会、区役所で構成する地域防犯担当 

責任者会議を開催し、情報交換や課題解決に向けた検討等を行います。 

イ 振り込め詐欺や還付金等詐欺、その他の犯罪等の未然防止を図るため、メーリングリ

スト「いずみ安全・安心メール」の運用・配信等の広報啓発活動を行います。また、防

犯活動の取組等を紹介するパネル展を実施します。 

ウ 犯罪被害や消費者被害を防ぐため、防犯研修会や消費者対策研修会を実施します。 

エ 迷惑電話防止機器を活用して、特殊詐欺防止活動を推進していきます。 

（迷惑電話防止機器貸出延台数：929台（７月末時点）） 

 

(2) 地域防犯力支援事業（３，４５２） 

ア 12 地区連合が取り組む自主防犯活動を支援するとともに、自治会町内会に対して、 

 のぼり旗やステッカー等の防犯関連用品を提供します。 

（延べ 103団体 341枚（７月末時点）） 

イ 泉警察署との連携を強化し、地区連合や自治会町内会等を対象とした防犯講習会や 

合同防犯パトロールを実施します。 

ウ 愛犬の散歩を活用した「わんわんパトロール隊」の普及を継続し、地域による防犯活

動をきめ細かく展開します。 

エ 新入学児童用の防犯ブザーの購入に係る費用の一部を助成するとともに、地域ぐるみ

で児童・生徒を見守る「こども１１０番の家」の設置を支援し、プレート等を配付します。 

（こども 110 番プレート配布数：６団体 31枚（７月末時点）） 

(3) 地域防犯対策巡回警備事業（１，５１２） 

青少年の健全育成及び犯罪抑止に向け、日中の時間帯に青色回転灯装着車による巡回パト

ロールを実施します。                     （４月～３月：52 日） 

 

 

○ ＬＥＤ防犯灯設置事業【市民局事業】 

市民のニーズの高い暗がりの解消を進めるため、防犯灯の新設を進めます。自治会町

内会の要望に応える形だけでなく、市（区）がプッシュ型で防犯灯を設置するなど、地

域と行政が連携して「暗がりの解消」を目指していきます。 

○ 地域防犯カメラ設置補助事業【市民局事業】 

犯罪のない安全なまちづくりに向けて、地域の自主的な取組を支援するため、自治会

町内会等に対し、防犯カメラの設置費用の一部を補助します。 

○ 落書き防止事業【市民局区配】 

落書き行為の防止に関する理解と関心を深めるため、広報啓発活動等を行います。 

また、落書き消去に必要な物品を提供する等、自治会町内会や団体等が行う活動を支援 

します。 
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３ 交通安全対策推進事業  Ｒ８予算額 Ｒ７予算額 

地域振興課 ４，４６４千円 ４，５６９千円 

交通事故のない安全な泉区を目指して、地域、関係機関・団体などと連携を強化し、交通安全

キャンペーン活動や子ども・高齢者の事故防止を重点とする交通安全啓発活動を実施します。 

 

(1) 泉区交通安全対策協議会運営事業（１，３１４） 

ア 関係行政機関及び関係団体で構成する泉区交通安全対策協議会を通じ、各季の交通安

全運動期間において、交通安全啓発活動キャンペーンを行います。 

イ 小学生を対象とするスローガンコンクールを実施し、児童が交通安全について考える 

機会を提供するとともに、最優秀作品を交通安全啓発活動に活用します。 

ウ 交通安全と交通事故防止に功労のあった個人・団体、年間交通事故ゼロを達成したス 

クールゾーン対策協議会に表彰を行います。               （３月） 

 

(2) 子ども交通安全対策事業（３，１５０） 

ア 各小学校の交通安全の取組に関する情報交換や意見交換等を行う通学路安全対策連絡 

会を開催し、通学路の安全点検や見守りなど様々な活動を支援します。 

イ スクールゾーン対策協議会や地域からの要望に基づき、「スクールゾーン」路面標示を 

設置するなど、通学路の安全対策を図ります。 

 

４ 自転車等放置防止事業  Ｒ８予算額 Ｒ７予算額 

地域振興課 ３３２千円 ４４６千円 

駅周辺の放置自転車等の抑制や、自転車利用者のマナーアップを図ります。 

 

(1) 自転車等放置防止事業（３３２） 

自転車等放置防止推進協議会による自転車走行のマナーの向上や、自転車駐車場利用の促

進等の啓発活動を支援します。 

また、各協議会の情報共有等を図るため、自転車等放置防止推進協議会連絡会を開催しま

す。 

 

  



21 

 

５ 「食とくらし」の安全・動物愛護推進事業  Ｒ８予算額 Ｒ７予算額 

生活衛生課 ５１６千円 ４６２千円 

「食とくらし」の安全に対する区民の高い関心に応えるため、関係団体と協働して普及啓発

を行います。さらに、地域行事に伴う食品取扱いでの食中毒予防など「食の安全」や社会福祉

施設等の健康被害発生防止、ハチの駆除、動物との共生など「くらしの安全」について必要な

支援を行います。 

 

(1)  食とくらしの安全・安心サポート事業（２３１） 

ア 泉区食品衛生協会と協力し「食中毒予防キャンペーン」を実施します。（11月３日） 

イ 食中毒予防を中心に保育園・高齢者福祉施設への立入点検を実施し、衛生的な管理 

運営の支援を行います。特に調理後の食品の保管状況について具体的に確認し助言を行

います。                            （８月～10月） 

ウ 地域やボランティア給食を提供する団体の要望に基づき食品衛生出前講習会を開催 

し、食中毒予防を図りました。                  （７月 24日、８月 26日） 

エ 地域のお祭りなどの行事における食中毒を予防するため、行事での食品提供者を対象 

に衛生講習会を開催します。              （６月 13日、10月 20日） 

オ 食中毒の発生しやすい時期やノロウイルス食中毒警戒情報の発令時に複数の媒体を 

活用した注意喚起を実施します。             （広報よこはま７月号） 

カ 区内飲食店等からの食中毒発生を予防するため、講習会実施などにより HACCP（ハサ 

ップ）（衛生管理の手法）の導入・定着支援を行います。 

  

(2) ハチ等の駆除支援事業（１００） 

ア 広報への掲載や区役所窓口及び関係団体等での啓発リーフレット配布により、安全で 

適切な駆除法について、より広く区民へ啓発します。    （広報よこはま６月号） 

イ 区民からの駆除相談に対し、電話による相談対応や現地での助言を行います。また、 

駆除機材やハチ防護服等の貸出を行います。 

    ウ  相談の多いハチやネズミについて区民向け対策講座を実施しました。 （６月６日） 

 

(3) 犬や猫の適正飼育普及啓発事業（１８５） 

ア 散歩での糞尿や鳴き声など、犬に関する苦情を軽減するため、犬の飼い主が手続きで 

来所した際などに、犬の適正飼育等のチラシに加え、散歩時の糞持ち帰り袋等を配布 

し、マナー向上及び適正飼育について普及啓発を行います。  

イ 飼い主のマナー向上のため｢犬の飼い方教室｣を開催し、適正飼育及び災害時の備えに 

ついて普及啓発を行います。 （12月 25日） 

ウ 飼い主のいない猫の問題に対して、啓発パンフレットの活用や地域での説明会等の実 

施により、地域猫活動を推進します。 

エ 動物愛護週間（９月 20日～26日）に合わせて、保育園児が描く｢どうぶつ絵画｣を展 

示し、動物愛護に関する啓発を図ります。             （９月：２回） 
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６ 区役所環境向上事業  Ｒ８予算額 Ｒ７予算額 

総務課、税務課 ６，７６５千円 ７，４４２千円 

区庁舎の環境整備・窓口サービス向上を通じ、区民が快適で利用しやすい区役所の実現に取

り組みます。 

 

(1) 区庁舎等の環境整備（５，３９５） 

区庁舎及び区民が利用する施設等において安全性、利便性、快適性を確保するため、設

備改修等の環境整備を行います。 

 

(2) 泉区人権啓発推進事業（５５０） 

人権課題に対する理解と認識を深めることを目的として、区民を対象とした人権啓発講演

会及び職員を対象とした研修を実施します。 

（人権啓発責任職全体研修：７月 29日、30日） 

 

(3) 窓口応対職員研修（２５０） 

窓口サービス向上を目的として、職員を対象とした研修を実施します。 

（基礎編：７月 14日～９月 30日） 

 

(4) 税務申告窓口サービス向上（５７０） 

確定申告時に税理士等による医療費控除の申告相談を実施するとともに、来庁者の円滑な

誘導のため窓口案内を行います。                    （２～３月） 

 

７ 区民相談事業  Ｒ８予算額 Ｒ７予算額 

区政推進課 １，０７７千円 １，０９３千円 

泉区内に居住する日本語による意思疎通が困難な外国籍等区民の生活を支援するため、生活 

相談や翻訳を実施します。 

 

(1) 泉区外国籍等区民相談事業（１，０７７） 

ア 中国語相談                             （週１回） 

イ ベトナム語等相談                          （月２回） 

 

 

  

○ 市民相談事業【統合事業費】（１，７９８） 

区民が抱える問題の解決を支援するため、特別相談（法律・公証・行政・行政書士）を

実施します。 
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  ○ 道路整備事業【道路・交通政策局区配・局事業】 

・都市計画道路権太坂和泉線（名瀬・岡津地区）、環状３号線（中田地区）の測量、設計及

び用地買収に向けた交渉を行います。 

・上飯田第３５４号線（中田北二丁目地区）等区内５箇所で、道路整備に向けた用地取得

及び道路整備工事の準備等を行います。 

○ 河川改修事業【下水道河川局区配・局事業】 

・阿久和川に整備されている「まほろば」の再整備に向けた設計を行います。 

・阿久和川の戸塚区境から橋際橋の区間の浚渫を行います。 

○ 下水道整備事業【下水道河川局区配・局事業】 

・中和田地区及び中田南地区の浸水対策としてシールド工法による雨水幹線の整備を行い

ます。 

・災害時救急病院である国際親善総合病院など区内の４病院に接続する下水道管の耐震化

工事を行います。 

・老朽化した下水道管の再整備や浸水対策をいずみ野駅周辺地区や下飯田地区等で行いま

す。 

○ 公園再整備事業【みどり環境局区配】 

・しらゆり公園など区内の 11公園で遊具の更新など施設改良工事を行います。うち弥生台 

東公園ほか４公園が完成しました。 
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施策４ あらゆる世代がいきいきと暮らせるつながりづくり（８事業） 

予算額：１９，５６５千円（Ｒ７年度：２０，５８５千円） 

１ 泉わくわくプラン推進事業 重点 拡充 Ｒ８予算額 Ｒ７予算額 

福祉保健課 ４，２９８千円 ６，２９０千円 

地域の課題を地域で解決し、地域の支え合いによって誰もが安心して暮らせるまちを目指す

「泉わくわくプラン（第５期泉区地域福祉保健計画:令和８年度～12 年度）」について、区社会

福祉協議会、地区社会福祉協議会、地域ケアプラザ、関係機関等と協働して取組を進めます。 

(1) 計画の推進（２０８）

地域共生社会の実現のため、泉区の福祉・保健・医療・地域・行政等の連携強化等を目的

とした地域福祉保健推進協議会を開催します。 

（地域福祉保健推進協議会：１月） 

(2) 計画の周知・啓発（３，３２３）拡充

泉わくわくプランについて、より多くの区民に知ってもらい、地域の様々な取組に参画し

てもらうため、広報やイベントの開催を通じて、区民に対する周知・啓発を進めます。  

今年度は第５期計画の１年目にあたるため、ゆめが丘ソラトスでのスタートアップイベン

トや、地区別計画に基づく地域活動の内容を地域情報誌に掲載し、新たな計画の周知を進め

るとともに、地域福祉への理解促進に取り組みます。 

また、毎年２月を推進強化月間と位置付けており、泉わくわくプランの地区別計画に基づ

く取組を区民の方に知っていただくため、地区ごとの活動をまとめたパネルの展示や地域活

動団体によるワークショップなどを行うイベント等を開催します。 

第５期泉わくわくプランスタートアップイベント： 

７月４日、５日（参加人数：789人） 

地域情報誌への掲載：３回（７月末） 

泉わくわくプラン推進イベント：２月 

(3) 民生委員・児童委員欠員地区活動支援（５６２）

地区民児協の活動を補助することにより、欠員地区で安定的な見守り体制を持続させると

ともに、欠員地区を担当する民生委員・児童委員の負担感を軽減し、充実した地域福祉につ

なげます。 

(4) 民生委員・児童委員担い手確保事業（２０５）

民生委員・児童委員が訪問先で活用できる生活に役立つグッズを配付し、訪問活動を円滑

に行うことができるようサポートします。 

また、令和９年の民生委員制度 110周年に際し、民生委員・児童委員の活動およびこれ

を支える家族への理解の促進を図ることで、活動しやすい環境づくりを推進し、地域にお

ける安定的な見守り体制を維持するとともに、地域福祉の充実につなげます。 



いっずんも登場しイベントを盛り上げました。 各地区の活動を紹介するパネル展示 

手作りおもちゃ作成のワークショップ 泉区の昔の写真展示 区制 40 周年記念缶バッジ作成 

コラム② 第５期泉わくわくプラン スタートアップイベント

泉区では、すべての区民が安心して暮らせる地域づくりを目指し、「泉わくわくプラン（泉区

地域福祉保健計画）」を策定しています。 

今年度は第５期計画の初年度にあたることから、計画の概要や区内各地区の取組を広く知

っていただくためのイベントを、７月４日（土）・５日（日）の２日間にわたり、ゆめが丘ソラトスで

開催しました。 

会場では、各地区の地域活動の紹介に加え、地域の活動団体によるちぎり絵づくりや手作り

おもちゃなどのワークショップ、福祉事業所による販売を実施しました。また、泉区制 40 周年

を記念した缶バッジ作成、泉区の昔の写真展示コーナーも設け、多くの子育て世代を中心にに

ぎわいました。 

２日間の来場者数は合計 789 人にのぼり、地域活動や福祉の取組に興味・関心を持ってい

ただく貴重な機会となりました。 

さらに、「泉わくわく応援隊」の子どもたちが運営ボランティアとして 14人参加し、来場者へ

の案内や運営のサポートとして活躍しました。「泉わくわく応援隊」は、地域活動への参加を通

じて泉区の魅力やつながりを育む存在であり、泉区の今と未来を支える頼もしい担い手として、

今後のさらなる活躍が期待されます。 

25 
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２ 泉区地域包括ケア推進事業 重点 Ｒ８予算額 Ｒ７予算額 

高齢・障害支援課 １，６５８千円 １，７５６千円 

急激な高齢化の進展に対応するため、医療・介護・介護予防・生活支援などを一体的に提供

できるよう、横浜型地域包括ケアシステム構築のための泉区アクションプランの取組を推進し、

高齢者が安心して、可能な限り住み慣れた地域で自分らしく暮らし続ける地域づくりに取り組

みます。 

(1) わたしのアクション！推進事業（１，０６１）

高齢者本人、地域住民、施設や民間企業、専門職などがそれぞれできることから「わたし

のアクション」に取り組む風土を醸成します。加えて、泉区アクションプラン取組の振り返

りや、国や市の方向性を踏まえ、令和９年度からの次期区アクションプランの策定に関する

検討を行うため、有識者、関係機関、関係団体、専門職による連絡会を開催します。 

  （12月 24日）  

また、多様な主体による生活支援の充実に向けて、移動支援や居場所づくりなど民間企 

業・施設等によるインフォーマルサービスの検討・創出に関する情報交換会を開催しまし

た。                                 （８月 24日） 

(2) 認知症等地域支援事業（５４７）

認知症のご本人やご家族が住み慣れた地域で安心して生活できるよう、区民の認知症予

防・介護予防意識を高める啓発を行うとともに、広く区民の共感を呼ぶ講演会を開催し、

関心層の拡大を図ります。講演を通じて認知症への理解と共感を広げることで、地域の支

援体制・支え手の見守り力の向上を推進します。  （12月 15日） 

 

○ 地域包括ケア推進事業【健康福祉局区配】（４００）

横浜型地域包括ケアシステムの構築に向け、「泉区アクションプラン」に基づく取組を

継続します。また、関係者・市民向けに地域包括ケアに関する周知・啓発も行います。さ

らに、次期区アクションプランを策定します。 

〇 在宅医療・介護連携推進事業【医療局区配】（１９３） 

在宅医療連携拠点の運営支援や在宅医療・介護連携研修などを通じて、在宅医療・介

護連携の強化、在宅療養を支える人材の確保・育成、在宅医療の普及・啓発を行うこと

で、在宅医療と介護が切れ目なく継続的に提供される体制を構築します。 （２月 17日） 

○ 認知症支援事業等【健康福祉局区配】（３１７）

認知症になっても、周囲の理解や見守り、家族を支えることにより、住み慣れた地域で

暮らし続けることができるよう、認知症に関する普及啓発、もの忘れ相談、緊急対応事業

を行います。 
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(3) 高齢者社会参加支援（５０）

老人クラブ活動の活性化や交流を促進するため、個人や団体を対象とした功労者表彰等

を支援します。   （１月 21日） 

○ 地域づくり型介護予防事業【健康福祉局区配】（６０９）

○ 高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業【健康福祉局区配】（１２５）

元気なうちから介護予防に取り組む地域づくりを目指し、講座や広報等による啓発

活動を実施します。また、地域で高齢者の自主的な介護予防活動が継続的に行われるよ

う、地域の人材育成や関係機関との連携により活動を支援します。 

さらに、健診、医療、介護データ等を活用し、地域の健康課題を踏まえつつ、生活習

慣病等の重症化予防と生活機能維持の両面から、高齢者一人ひとりの健康課題に着目

したフレイル対策を、８年度から全区で実施します。 
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３ 健康づくり活動支援事業 拡充 Ｒ８予算額 Ｒ７予算額 

福祉保健課 ４，３６６千円 ３，２１１千円 

健康寿命の延伸のため、生活習慣（運動・食生活・口腔等）の改善やがん検診及び特定健診

受診による生活習慣病予防や早期発見に、保健活動推進員や食生活等改善推進員等地域の関係

団体や企業等と連携して取り組み、乳幼児期から高齢期まですべての区民が健康に望ましい行

動をとりやすくする環境づくりを進めます。 

(1) 生活習慣改善・がん検診啓発事業（１，５９５）

ア 生活習慣病予防をテーマに保健活動推進員会、食生活等改善推進員会等と連携し、相

談・健康測定等を行う「親子 de わくわく！げんきまつり」を実施しました。 

（６月 7日：参加者 569人）  

イ 区庁舎１階の健康づくり情報コーナー「チョコット立ち寄り健康チェック」で健康づ

くり情報の展示と啓発を行います。 

ウ 健康づくりイベントや地域のイベント等において、様々ながんの予防及び検診の啓発

を実施します。 

(2) 食習慣の改善事業（８３６）拡充 

ア 生活習慣病の予防のための、個別の食生活相談を行います。

イ 食生活等改善推進員会の協力を得て、地域で食育講座を開催します。

（７月 14日、７月 30日、９月 28日、他１回） 

ウ 泉区食生活等改善推進員 40 周年記念レシピ集を作成します。   （10月） 

エ 作成したレシピ集を使い、ゆめが丘ソラトスで食育講座を開催します。

(3) 働き・子育て世代への健康づくり事業（１，９３５）

ア ４か月健診の保護者を対象に、歯科衛生士と栄養士による保健指導を実施します。

イ ３歳児健診の保護者を対象に、ヘルスチェック（骨健康度測定、べジチェック）や栄

養士による保健指導を実施します。

ウ 子育て支援拠点等で保護者を対象に、運動習慣の推進と骨健康度等ヘルスチェックを

行います。    （３月４日） 

エ １歳児への歯磨き習慣づけ、保護者の口腔ケア意識向上と定期受診促進を目的とした

歯の親子教室を行います。    （年 10回、参加者…５月：９人／６月：31人） 

 

○ 地域で活動する健康づくり団体への支援【健康福祉局区配】（１９５）

・保健活動推進員や食生活等改善推進員の活動をサポートしながら健康啓発を協働して

実施します。

・食生活等改善推進員養成講座において、地域で活動できる担い手を育成します。

○ 健康づくり関連事業【健康福祉局・医療局区配】（１，１５４）

第３期健康横浜２１に基づき、生活習慣病の予防を中心に、歯科口腔保健の推進、食

育の推進等区民の皆様の健康づくりを進めます。 

○ 感染症対策事業【医療局区配】（３２２）

感染症発生時には患者・家族への支援と、保健指導による感染拡大の防止を行います。

また福祉施設対象に、感染症発生時の対応力向上のため研修会を開催します。
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４ 障害児・者社会参加促進支援事業 Ｒ８予算額 Ｒ７予算額 

高齢・障害支援課 １，４８０千円 １，５０６千円 

障害や疾病の有無にかかわらず、誰もが地域で安心して生活できる地域社会の構築に向けて、

当事者・地域・自立支援協議会と行政が協働して取り組み、障害児・者、精神疾患患者及び難病

患者への理解を広め、当事者の社会参加促進を支援します。 

(1) 泉ふれあいシールラリー（１，３１０）

障害理解の推進と障害当事者の社会参加促進を目的に、区内の障害福祉事業所を巡るシー

ルラリーを開催します。

障害のある方々が日頃活動している区内の障害福祉事業所へ実際に足を運んでいただく

ことで、普段の生活や活動の一端を知っていただき、障害への理解を深めます。また、障害

福祉事業所の利用者と本イベントで来訪した地域の方とのやり取りを通した交流の機会と

し、障害当事者の社会参加促進を支援します。       （11月 12日～12月 11日） 

(2) 自主製品等販売活動支援事業（１７０）

様々な場を活用し、障害福祉事業所の自主製品等販売活動を支援し、障害当事者の社会

参加を促進します。 

○ 松風学園再整備事業【健康福祉局事業】（３８９，３００〈全市〉）

居住者の利用環境及び職員の職務環境改善のため、福祉ホーム棟を解体し、管理棟の改

修工事に着手します。令和９年度以降は体育棟改修工事などを行う予定です。 

区庁舎区民ホール（週５回） 

市営地下鉄戸塚駅（月３～６回） 

市営地下鉄立場駅（月２回程度） 
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５ いずみっこ子育て支援事業 Ｒ８予算額 Ｒ７予算額 

こども家庭支援課 １，４５８千円 １，４１６千円 

養育者が地域で孤立することなく安心して子育てができることを目指し、養育者が安心して

乳幼児健診を受けるとともに、子育てに関する情報を発信することで子育てしやすい環境を整

えます。 

(1) 乳幼児健診等保育サポート事業（４２３）

乳幼児健診等の会場に保育ボランティアを配置し、きょうだい児を連れた養育者が落ち着

いた環境で健診を受診できるようサポートします。また、乳幼児健診後、成長発達の経過観

察が必要な乳幼児を対象に経過健診を実施していますが、その際、養育者から多く寄せられ

る、離乳食や食事に関する相談に対して栄養士を配置し、その場で解決できる体制を整えま

す。   （乳幼児健診年 50回（12回開催）、経過健診年 12回（３回開催）（６月末時点）） 

(2) 子育て支援情報提供事業（４１５）

ア ウェブサイトでの子育て情報の発信

泉区のプロモーションサイトである「いずみくらし」及び泉区役所ウェブページ上の

子育て支援情報に関する内容を継続して更新・発信します。 

イ 子育てガイドブックの印刷

地域子育て支援拠点と協働して発行する「ちょこっとマップ」を、こんにちは赤ちゃ

ん訪問事業対象者及び転入者分について印刷し、随時配布します。 

ウ 情報提供・発信の強化

こども家庭支援課の窓口業務及び専門職の面談時等にタブレット機器を活用した情報

提供・発信を行います。また、窓口の情報発信用モニター、乳幼児健診会場のデジタル

サイネージ、パマトコ及びＳＮＳを活用し、養育者に必要な情報発信を強化します。

(3) 地域子育て支援拠点親子の居場所充実事業（６２０）

いずみ中央にある地域子育て支援拠点にアクセスしづらい方向けに、地域子育て支援拠

点の親子の居場所を泉地域活動ホームかがやきで出張開催し（「おやこであそぼう！すきっ

ぷ出張ひろば＠かがやき」）、より身近な場所で子どもや養育者が気軽に集え、相談や地域

で交流できる機会の充実を図ります。      （年 24回（６回開催）（６月末時点）） 
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６ 妊娠期から子育て期まで切れ目のない支援充実事業 重点 Ｒ８予算額 Ｒ７予算額 

こども家庭支援課 ４，１１４千円 ４，１５１千円 

子どもと養育者が安心して地域社会で生活ができるよう、妊娠期から子育て期まで切れ目の

ない、孤立しない子育て支援の充実を図ります。 

(1) パパ・ママ子育て支援事業（１，０７５）

ア いいＫＡＧＥＮ（かげん）な子育てプレクラス

出産を控えた方と出産した方を対象に、産婦同士や妊婦との交流、専門職の講話を通

して子育てのイメージづくりを図ります。  

妊婦編、産後編（各年 12回（３回開催）（６月末時点）） 

母親・両親教室各回の外部講師の情報共有を図り、効果的な教室運営を検討すること

を目的に講師間連絡会を開催しました。               （６月２日） 

イ 赤ちゃん教室

区内 10 か所の会場で、初めて子育てを行う養育者を対象に、育児相談、健康教育

（離乳食、虫歯予防、事故予防等）や仲間づくりをすすめ子育てを支援します。また、  

地域住民が運営協力者として従事します。     （年 100 回（20回開催）（６月末時点）） 

(2) 地域の子育て支援力向上事業（１，７３０）

子育て世代が地域に見守られ、孤立せずに子育てができる地域づくりを推進するため、

区民の方や関係機関へ子育てを応援するメッセージ「子育て応援マーク」のチャームや 

ステッカーの配布、ＰＲ動画の配信を行い、幅広く周知に取り組みます。

(3) 子ども虐待予防事業（４７３）

ア エリア別要保護児童対策地域協議会

より地域に根差したネットワークの構築や連携の強化を目的に、泉区を５エリアに分

け、令和７年度・令和８年度の２か年で全エリア巡回開催します。 

（令和８年度：３エリア） 

イ 心理職による養育者面接「ママパパカウンセリング」

児童虐待の予防を目的に、子育ての負担や不安のある養育者に対して、心理職による面

接を行います。また、対象者が集中して相談できるよう保育協力者を配置します。 

（年 36 回（７回実施）（６月末時点）） 

(4) こどものこころを育む支援事業（８３６）

保育施設・幼稚園、学校、関係機関などの子どもに関わる支援者が、親子が愛着形成を

育み、子どもが自己肯定感と生きる力を身につけるための教育を学び、実践できることを

目的に、研修会・検討会を開催します。令和７年度に作成した教材を活用し、地域の支援

者ネットワークと連携して、愛着形成の重要性を伝える教育を地域に広げていきます。 

（研修会：年１回（11月）、検討会：年２回（７、２月）（６月末時点）） 

（支援者向け研修：年 10回予定／３回実施 75 名参加（６月末時点）） 
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７ 保育施設・幼稚園等との協働による子育て支援推進事業 Ｒ８予算額 Ｒ７予算額 

こども家庭支援課 １，２９７千円 １，３３６千円 

保育施設・幼稚園等においては、在園児の保育のみでなく、地域における子育て支援の推進

も求められています。子育て支援機関と連携を図りながら、保育施設・幼稚園等を利用してい

ない世帯が安心して子育てできる環境を整えるとともに、効果的な情報発信や保育ニーズへの

きめ細かな対応など一体的な子育て支援を進めることで、待機児童ゼロの継続や保育の必要性

が高い保留児童の解消につなげていきます。 

(1) 保育施設・幼稚園等との協働による保育施設ＰＲ事業（３２５）

保育施設・幼稚園等と地域子育て支援拠点が協働し、入所に向けた各施設の紹介パネル

の展示や保育士等による絵本の読み聞かせ等の企画実施に加え、地域で実施されている子

育て支援事業について情報発信するイベント「いずみっこひろば」を開催します。 

（９月８日～12日） 

(2) 保育園地域支援事業（２４０）

市立和泉保育園や市立北上飯田保育園において、保育施設・幼稚園等を利用していない

地域の子育て世帯に対して、気軽に相談や情報交換ができるような居場所を提供するとと

もに、こどもの発達段階や参加者のニーズに応じた育児講座を行います。 

（年 86 回：15回開催（６月末時点）） 

(3) 職場復帰講座（９６）

育児休業等からの職場復帰を希望する子育て世帯を対象に、職場復帰の際に直面する課

題の解決や不安の解消に向けて相談や意見交換を行う講座を開催します。  （２月） 

(4) 保育サービス等の情報発信（６３６）

保育施設・幼稚園等に関する様々な情報を冊子やウェブサイト等を通じて情報を発信す

るとともに、保育・教育コンシェルジュによるきめ細かな相談等を通じて、多様な保育ニ

ーズに対応します。 
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８ 元気に育て！子育ち子育て応援事業 Ｒ８予算額 Ｒ７予算額 

こども家庭支援課 ８９４千円 ９１９千円 

「子育てに優しいまち泉区」を目指して、地域の子育て支援の事業への利用促進及び活動の

充実を図ることにより、泉区での子育ち、子育てを応援します。また、学校等に悩みを抱えて

いる児童生徒とその保護者の支援及び、不登校児童生徒を支援している事業者の活動を支援し

ます。 

(1) お出かけ応援シールラリー（６５１）

４か月児健診を受診した乳児とその養育者を対象に、泉区内の「親子が遊びや交流を楽

しみ、子育て相談や情報を得られる施設」を巡るシールラリーを実施することにより、施

設の認知度を高め、実際に足を運ぶきっかけを提供します。子育て支援に関わる資源とつ

ながりをもっていただくことで、区全体で継続的な子育てを応援します。 

(2) 不登校・ひきこもり事業者活動支援事業（２４３）

ア 講演会の開催

不登校児童生徒とその保護者等悩みを抱えている方々に向けて、社会的自立のきっかけ

につながることを目的とした講演会を開催します。      （年１回） 

イ 連絡会の開催

不登校児童生徒を支援している事業者・団体や学校関係者・関係機関等との連携強化や

居場所等の充実を図るため意見交換会等連絡会を開催します。  

 （年２回：１回開催（６月末時点）） 

ウ パンフレット等の作成

区内で活動している事業者・団体等の情報を、当事者および家族、学校等の関係機関に

提供するため、紹介パンフレットや展示パネル等を作成します。 

○ 不登校児童生徒支援【教育委員会事務局事業】

不登校児童生徒の居場所について、公民連携（業務委託）による教育支援センター

としてハートフル西部（令和５年 10月）を開設しました。令和６年４月からは、泉区

内（最寄り駅：相鉄線いずみ野駅）に、常設の拠点が開設されました。（委託先：一

般社団法人かけはし） 



34 

○ 生活保護事業【健康福祉局区配】（２，７５５，９３０）

生活保護法に基づいた、被保護者に対する生活保護費の支給を行います。

（2,294世帯 2,874人（６月末時点）） 

○ 生活困窮者自立支援事業【健康福祉局区配】（４，１１２）

生活困窮者自立支援法に基づき、生活保護に至る前の段階から自立に向けた包括的な相

談支援を実施します。 

（延相談者：164人（６月末時点）） 

○ 寄り添い型学習支援事業【健康福祉局区配】（１７，３１１）

生活保護世帯及び経済的困窮状態にある世帯の中学生に対する学習支援を実施します。

また、高校に行っていない子どもを含めた高校生世代に対し、将来の選択肢の幅を広げる

ための居場所の提供や講座の開催等の支援を実施します。 

・高校進学を希望する中学生及び高校生世代を対象に、区内２か所で実施

（利用者１人あたり週２回） 

（利用登録者 30人、延利用者 111人（６月末時点）） 

○ 就労困難な若者の社会参加促進事業【健康福祉局区配】（９０７）

不登校やひきこもり等の経験をもつ就労困難な生活保護受給中の若者及び生活困窮の若

者を対象に、区役所において対面での相談・電話相談・訪問等による個別相談を行い、社会

的自立に向けた意欲や自信の向上、就労に向けた社会参加の促進を目指します。 

（利用者 18人、延個別相談回数 36 回（６月末時点）） 

○ 寄り添い型生活支援事業【こども青少年局区配】（２２，６９０）

養育環境等に課題を抱える児童等に対して、当該児童に安心して過ごせる生活の場を

開設し、生活習慣の形成、進路等の相談支援、簡単な調理支援等を行い、関係機関への

つなぎを行う等の個々の児童の状況に応じた支援を包括的に提供します。 

・小中学生を対象に、区内１か所で実施                （利用者１人あたり週２回） 

（利用登録者数 11名、延利用者数 145名（６月末時点） 
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令和８年度 泉区個性ある区づくり推進費 執行状況 
（予算額（千円）） 

施策● □□□□□□□□（▲事業） 

○○,○○○千円（Ｒ７年度：○○,○○○千円）

１ □□□□□□□□事業 重点 Ｒ８予算額 Ｒ７予算額 

～～～～課 ○，○○○千円 ○，○○○千円

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

(1) □□□□□□□□（○，○○○）拡充 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ （～～～：○月） 

(2) □□□□□□□□（○，○○○） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ （全○回：○月） 

(3) □□□□□□□□（○，○○○）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○ □□□□□事業【～～～局】（○，○○○）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○ □□□□□事業【統合事業費】（○，○○○）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～             （○月） 

予算額 

４つの施策ごとに掲載 

① 

予算額 
② 

自主企画事業名 
③ 

重点／新規／拡充 
⑤ 

各取組項目 
④ 

実績、実施予定等
⑥

統合事業 
⑦

局事業または区配事業 
⑧

凡例 





令和９年度 泉区予算編成の考え方について 

令和９年度予算編成は、「市民の実感」を最上位目標とする「横浜市中期計画 2026-2029」

の策定から最初の予算編成となります。区民ニーズを的確に捉え、「市民目線」での柔軟な発

想と手法により、あらゆる世代の皆様から「住むなら泉区」と実感いただける取組を推進し、

「明日をひらく都市」の実現につなげます。 

区民生活の安心・安全を基本に、泉区が持続的に成長・発展していくため、泉区がこれま

で築いてきた地域の絆、そして横浜グリーンエクスポ 2027の開催を契機とした未来への期待

感・高揚感を、泉区の魅力あるまちづくりにつなげていきます。 

令和９年度予算編成にあたっては、全市的な方針等も踏まえながら、区運営方針に掲げる

基本目標「泉に咲く 笑顔と絆 未来へと」達成に向けた５つの施策を軸に作成してまいりま

す。 

主なものとして、横浜グリーンエクスポの来場意欲の醸成に取り組むとともに、この機運

を環境意識の向上、身近な脱炭素行動の促進などにつなげていきます。 

都市計画マスタープランにおける区別計画の策定を進め、泉区の特徴や魅力を踏まえた未

来のまちづくりに向けて取り組んでいきます。 

区内の災害対応力の向上、防犯対策や交通安全対策の強化、インフラ施設の適切な管理に

取り組みます。また、泉わくわくプラン（泉区地域福祉保健計画）の推進等により、地域の支

え合いによって、あらゆる世代が安心して安全に暮らせるまちづくりを進め、区民の皆様か

ら効果を実感いただける施策を引き続き展開していきます。 

データに基づく「市民目線の経営サイクル(ＰＤＣＡ)」を念頭に、前例にとらわれること

なく施策の見直しや事業の新陳代謝を進め、効果的・効率的に事業、取組を進めていきます。 

【区運営方針に掲げる基本目標と５つの施策】 

01221211
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